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文序

八ケ岳南麓の豊かな自然に育まれた高根町は、広大な裾野に伸びやかに広がっ

た青空と水と緑の高原の町として今日まで発展しております。

この発展の基盤には永い歴史と人類のたゆまぬ努力と英知の蓄積があり、そ

の歴史も時代の推移とともに忘れさられた部分が多いと思われます。

当町では昭和55年から農林水産省から補助金をいただき農業基盤整備を行い、

この事業の一環としてほ場整備事業を行ってまいりました。

これに伴い土地に埋もれた歴史・ 埋蔵文化財の調査が数多く行われ、大きな

成果を上げております。

これらは、先人たちが大地に残してくれた歴史・ 文化のメッセージであり、

昨日から明日へ向けての基礎資料となっております。

今回報告されるのは村山西割西工区から西原北遺跡、村山西割東工区から高

内遺跡・ 一本松遺跡・ 当り町遺跡、堤工区から妻の神遺跡、東井出工区か ら前

原遺跡、長沢工区から大明神遺跡・ 薬師堂遺跡・薬師堂東遺跡・ 原家の前遺跡

の10遺跡でヽ調査された内容は縄文時代前期から断続的ではありますが近世ま

での、先人の生活の知恵・ 営みなどの遺跡に触れることにより、私たちの住む

高根町の歴史の一端が記録保存というかたちではありますが、それぞれについ

て詳述されておりますので、御高覧いただき活用されることを願ってやみませ

ノし。

最後になりましたがてこの事業に御協力いただきました地元の方々をはじめ、

山梨県峡北土地改良事務所・ 山梨県教育委員会学術文化課・ 山梨県埋蔵文化財

センター等の関係各位に深く感謝申し上げます。

平成 9年 3月 31日

高根 町教 育委 員 会

教育長 坂 本 基 可
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1.本書は、山梨県北巨摩郡高根町地内の埋蔵文化財の発掘調査報告である。

報告する遺跡は、下記のとおりである。

1.妻 の神 遺跡  高根町 堤   昭和63年度調査   堤  工区

2.西 原 北遺 跡  高根町村山西害1  昭和63年度調査  村山西割工区

3。 大 明神遺 跡  高根町 長 沢  平成元年度調査  長 沢 工区

4.薬 師堂遺 跡  高根町 長 沢  平成元年度調査  長 沢 工区

5。 当 り町遺 跡  高根町村山西割  平成 2年度調査  村山西害J工区

6.薬師堂東遺跡  高根町 長 沢  平成 2年度調査  長 沢 工区

7.高 内 遺 跡  高根町村山西割  平成 3年度調査  村山西割工区

8。 原家の前遺跡  高根町 長 沢  平成 3年度調査  長 沢 工区

9。 一 本松 遺 跡  高根町村山西割  平成 4年度調査  村山西割工区

10前 原 遺 跡  高根町 東 井 出  平成 6年度調査  東井 出工 区

2.発掘調査は、高根町教育委員会が実施 した。

3。 発掘調査によって得られた出土遺物・ 記録図面及び写真等は、高根町教育委員会で保管している。

4。 発掘調査組織

調査主体 ……・高根町教育委員会

5。 発掘調査参加者 (順不同・ 敬称略)

榎本  勝、植松 種三、川端下圭子、清水すみか、植松 幸子、原藤まさみ、浅川えみ子、

白倉カツ子、原藤  栄、八巻  栄、八巻 久子、田中 恒子、植松志げ子、吉沢とみ子、

中嶋 英子、浅川 浅江、坂本 明子、赤岡 里子、浅川 春枝、浅川今朝美、浅川 花子、

植松 啓子、植松 小菊、三澤ふみ江、仲嶋まゆみ、大柴 芳子、菊原 幸男、菊原すえ子、

清水よ志み、新海 登子、窪田 金博、浅川 利一、清水 貞子、小林 昭子、中嶋 営子、

高柳 静香、輿水 良教、清水まさ子、清水 島子、小林 文治、半田 初子、菊原はつよ、

八巻 知子、日向たまの、田中 昭子、古屋 房子、永関富貴男、小宮山きよ、吉田加代子、

浅川千鶴子、細田 絹代、浅川 房子、三井 光恵、藤森 里美、相吉よしえ、藤森かねよ、

藤森八千代

6.遺物整理参加者 (順不同・敬称略)

榎本  勝、高柳 静香、仲島まゆみ、川端下圭子、植松 梅子、白倉カツ子、原藤  栄、

小池 澄子、原藤まさみ

例

1.遺構エレベーション・ セクション図において、水平線横の数字は海抜高度 (m)を示す。

2.縮尺は、各挿図ごとに示してある。

3.方位は、磁北を示している。

凡
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第 二章 調 査 状 立

i 調査に至る経緯と経過

高根町では、水田の有効利用・ 高効率化等を図るため昭和53年度より国の補助を得ながら農地の区画

整理事業=基盤整備事業を積極的に実施している。このことにより、山梨県峡北土地改良事務所及び町

振興課・ 産業観光課より埋蔵文化財の有無についての問い合わせがあり、当教育委員会帥 を行っ

た。確認された遺跡は、昭和63年度が西原北遺跡・ 妻の神遺跡、平成元年度が大明神遺跡・薬師堂遺跡、

平成 2年度が当り町遺跡・ 薬師堂東遺跡、平成 3年度が高内遺跡・原家の前遺跡、平成 4年度が一本松

遺跡、平成 6年度が前原遺跡があることが判明し、記録保存を目的とした緊急発掘調査を当教育委員会

が主体となり実施した。

実施 した遺跡の調査期間は、次のとおりである。

妻 の神遺跡  昭和63年 7月 22日～昭和63年 9月 29日

西原北 遺跡  平成元年 2月 1日～平成元年 2月 28日

大 明神遺跡  平成元年 7月 1日～平成元年 7月 10日

薬 師堂 遺跡  平成元年 7月 1日～平成元年10月 31日

当 り町遺跡  平成 2年 10月 1日～平成 2年 10月 31日

薬師堂東遺跡  平成 2年11月 1日～平成 2年 11月 27日

高 内 遺 跡  平成 3年 7月 1日～平成 3年 9月 30日

原家の前遺跡  平成 3年10月 1日～平成 3年 12月 27日

一 本松遺跡  平成 4年 7月 1日～平成 4年 8月 31日

前 原 遺 跡  平成 6年 7月 1日～平成 6年 8月 10日

� 周 辺 の 地 形

高根町は、山梨県の北西部に県境として答えている八ケ岳の南麓に広がる高原の町である。この連山

は、日本列島を東西に三分する大地溝帯上 (フ ォッサマグナ)に噴火した火山性の山であり、噴出物の

特性のため裾野は比較的なだらかな地形 (台地状を呈する)であるが、町内東部は飯盛山火山群に属す

るため、この周辺はやや急峻である。

八ケ岳からつづくこの台地は、国道141号線の韮崎から小諸へ抜ける途中の弘法坂付近で合流する大

門川と川俣ナIIに よって 2つ に区分することができ、北側は標高約1,000m以上の亜高山帯に属 し、南側

は標高約600mか ら約900mの範囲で高根町の主要部を占め、基幹作物は水稲等を主としている。

町の東は、八ケ岳の赤岳を水源とし南流する川俣川・ 大門川 (須玉川)によって激 しく浸食された比

高差約100mを測る垂直に立った崖が20数血南北につづき、北は前述の南北に折り重なるように列になっ

た八ケ岳連峰によって隔絶された地域となっている。唯一開けた西側も隣町である長坂町及び小淵沢町
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の西側を南流する釜無川 (富士川)によって隔絶されているが、この両河川に挟まれた台地は、南】ヒ20

数km、 東西の最大幅10数kmを測り、台地上を流れる小河川は南流し、前述の両大河川に合流している。

� 周 辺 の 地 質

八ケ岳は、本州を中央で三分する大地溝帯=糸魚川静岡構造線上に噴火した火山群で、その生成時期

は地質年代で第二紀末から第四紀の洪積世前期といわれ、形成 している溶岩はいわゆる輝石安山岩類で

標高1,000m以上に分布 し、それ以下の広大な山麓の斜面は、熔岩の粉砕物や、噴火による堆積物から

なる火山質腐植土の黒褐色をした表上が覆っている。

標準的な土層堆積状態は上から、黒色土=耕作土 (20～40clxl)、 関東ローム層 (3～ 4m)、 御岳山を

起源とする細粒軽石層いわゆる鹿沼土 (40～ 60cm)、 白色系粘土層 (10～20clll)、 暗赤褐色礫粘土層 (八

ケ岳火砕泥流)と なる。

� 遺 跡 の 立 地

各工区の遺跡について個々に説明していきたい。

村山西割工区内では、西原北遺跡・ 当り町遺跡・ 高内遺跡・ 一本松遺跡が所在した。西原】礎 跡は、

標高約秘lmを測る水田中の微高地上に所在した。当り町遺跡は、標高約720mを測る、尾根状の南北に

延びる台地上に所在した。高内遺跡は、南北に延びる尾根状の台地標高約700mを測る西斜面の微高地

上に所在した。一本松遺跡は、標高約712m前後を測る、南北に延びる尾根状の台地から緩やかに西傾

斜する微高地上に立地していた。

堤工区では、妻の神遺跡の調査を行った。この遺跡が所在 した場所は、堤山より南に張り出した南北

に延びる標高約81lm前後を測る微高地上に立地していた。

長沢工区では、大明神遺跡・ 薬師堂遺跡・ 薬師堂東遺跡・ 原家の前遺跡の調査を行った。大明神遺跡

は、船形神社 (諏訪神社)参道の南で広域農道西側の微高地上の標高約920mに所在 した。薬師堂遺跡・

薬師堂東遺跡は、県道長沢小淵沢線と広域農道が交差する東南方向で標高約915mを測る微高地上に所

在した。原家の前遺跡は、県道長沢小淵沢線と広域農道が交差する東北方向で標高約930mを測る台地

上に所在した。

東井出工区では、前原遺跡の調査を行った。この遺跡は、町道主幹線北割玉山線の」A梨北農業組合

安都玉支所から北へ300mの標高約868mを測る台地上に所在 した。

v周 辺 の 遺 跡

八ケ岳南麓の台地上 (噴火による山体崩壊の流失を起源とする)に は南流する小河川が数条あり、こ

の小河川によって開析され、肥沃化された大地は古くから開拓されて現在にいたっている。村山西割は
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宮地・ 宮頭・ 須細工・ 南原・ 長林・ 西原・ 赤羽根・ 辻・ 大久保・ 広尾・ 才楽・ 道上・向村・ 寺の前など

の小集落の集まりを指している。この地域の北部は小河川が多く南流し、南部に流下するに従い水量が

増えることにより、台地は激 しく浸食され沢と台地との比高差が増 していくことになる。堤工区内に所

在する集落は堤のみであり、北と東は堤山・ 旭山の比較的高い山、西は比較的低い丘陵状の尾根により

遮られ、唯一開いている南も雲雀沢に沿って道がつけられている。長沢工区内には須玉川の渓谷沿いに

立地する久保長沢と、その西の高台上にある原長沢に分かれているが、今回報告する遺跡は、すべて原

長沢に所在した。東井出は江戸期において長沢の枝郷であったが、明治 7年12月 9日安都玉村発足時に

は堤・ 村山北割・ 長沢などの旧村と共に東井出として記載されている。これらの工区に存在する遺跡は

台地自体の幅が広いところもあれば、馬の背状にやせている場所もある。昭和37年に作成された県下の

埋蔵文化財分布調査台帳によれば、高根町内では42ケ 所の遺跡が記載され、昭和61年 に高根町教育委員

会が行った埋蔵文化財分布調査では142ケ 所の遺跡が確認されている。この分布状況によれば、標高800

m以下の台地上は遺跡が非常に濃い状態で確認されいてる。ほ場整備事業が行われる田畑はこの台地上

から一段下がった場所ないしは低湿地であり、古 くから耕作が行われ幾世代に亘って面積を増やしなが

ら、徐々にではあるが台地上にも水田を広げてきたものと思われ、普段の耕作では水田中の不透水層よ

り下部には耕作が及ばないことから遺跡としては認知できない状況であり、今回報告する遺跡はほ場整

備事業に先立つ事前調査により確認されたものである。分布調査により確認されたこれらの遺跡の多く

は、縄文時代中期・平安時代・中世を中心としているが、発掘調査が進むに従い旧石器時代・ 縄文時代前

期・ 後期・ 晩期の遺物の散布のほかに中世・近世の陶磁器・ 石造物が出上 している。

以下にこの周辺で発掘調査及び踏査によって確認された遺跡について若子の説明をしてみたい。

8は『当り町遺跡』で、近世の上壊墓 4基が検出され、近世の葬送儀礼・ 墓の在り方を示す遺跡であ

る。12は『米田遺跡』で縄文時代前期の集落址と中世の土坑、近世の井戸が検出されている。13は『持

井北遺跡』で、縄文時代前期の遺構・ 遺物が確認されている。14は『持井遺跡』で、縄文時代中期の住

居址 1軒、埋甕 2基、土壊11基 (中世の上壊墓 1、 時期不明10)時期不明の溝 と条が検出され、中世の

葬送儀礼・ 墓の在り方を示す遺跡である。15は『八ッ牛遺跡』で、平安時代と中世の遺構が確認されい

る。16は『藤林寺跡遺跡』で、縄文時代中期・平安時代、中世の遺構・遺物が確認されており、中世の

葬送儀礼・ 墓の在り方を示す遺跡である。19は『下風呂遺跡』で、縄文時代中期から後期にかけて遺物

が出上 している。20は『旭東久保遺跡』で、平安時代の遺物、中世の陶磁器と掘建柱建物址群が検出さ

れている。21は『東久保遺跡』で昭和58年に県営ほ場整備事業に伴う発掘調査を行い平安時代の鍛冶遺

構を伴う集落址が検出されている。22は『社口遺跡』で、縄皮時代早期・ 中期・ 後期、平安時代の集落

址が検出されており、それらの状況から比較的大規模な遺跡として周知されている。26は『朝日山釧

で朝日山の山頂に武田氏によって峰火台が造られたとされ、その後天正10年 (1852)徳川氏、北条氏対

陣の折、北条氏によって築かれたとされる砦である。

27は『権現の木遺跡』で高根町村山西割2784番地外を中心に存在 し、縄文時代中期・ 平安時代・ 中世

の上器が分布調査によって確認されている。28は『於小路遺跡』で高根町村山北割3160番地外を中心に

存在し、平安時代の上器が分布調査によって確認されいる。
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� 調 査 方 法

調査対象面積は、年度によって工事実施面積が異なるが平均的には約 5 ha実施 しているため、全体

的な工程の中で土の切り盛りがあり、切り上される場所を中心に試掘調査を行t堤鶉手・遺物の確認を行っ

た。重機によって表土を除去 し、遺構の確認及び掘り下げは入力によって行った。

遺構内に任意で10～20m四方のグリッドを設定し、その中を 4等分してサブグリッドを設定して遺構

の確認状況に合わせて調査を行った。
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第 1図 調査遺跡位置図 (1/50,000)
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第 2図 調査遺跡位置図 (1/5,000)
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第 3図 調査遺跡位置図 (1/5,000)
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第 6図 調査遺跡位置図 (1/5,000)
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図版 3 遺跡位置 (3)
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図版 5 遺跡位置 (5)
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第 1図 妻の神遺跡遺構分布図 (1/250)
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第 Ⅱ 土早 妻 の 神 遺 跡

i遺 跡 の 環 境

本遺跡は、山梨県北巨摩郡高根町堤字西の入4,547番地外に所在 し、標高約810mを 測る。地形は、

堤山 (標高950m)か ら続く南傾斜面に位置する。「甲斐国志」及び「高根町誌」によれば、大悲山慈

聞院という寺の存在を知ることができ、この付近には通称で「卵塔場」「 ビョウショ (廟所)」 とも称

する場所がある。「お釜地蔵」と称する地蔵尊が地内にある。付近より板碑 1基発見されている。寺

跡と見なされる場所があることから、寺院の存在が確認でき、その寺域から墓壌が検出された。

� 検出された遺構

検出遺構は土坑中の遺物により18世紀後半から19世紀前半頃と思われる墓壊である。この調査区域

から32基検出され、本遺跡の南側に集中している。

(1)墓   壌

1号墓境 (SK-1の 1、 SK-1の 2、 SK-1の 3)第 2図

位置一グリッドC-6。 形状-1の 1号墓墳は楕円形、長径不明・短径76clll・ 深さ53clllを 測る。 1

の 2号墓壊は楕円形、長径 l m 15cm・ 短径 l m 5cn・ 深さ65clllを 測る。 1の 3号墓壊は楕円形、長径

不明・ 短径65cm・ 深さ8mを測る。

出土遺物一石器、鉄製具、キセル、寛永通宝 4枚

N
|

0          1m

l号墓壊実測図 (1/40)

ざ   き 0        1m

第 3図  1号墓壊微細図 (1/30)

Ｎ

Ｉ ◆／
″
／

―E

里1.800rそ

第 2図
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2号墓境 (SK-2の 1、 SK-2の 2)

第 4図

位置一グリッドC-6。 形状-2の 1号

墓墳は楕円形、長径80cm・ 短径70cm・ 深さ

53cmを 測る。 2の 2号墓娯は楕円形、長径

70cm・ 短径65cm・ 深さ38cmを測る。

出土遺物一陶器、クルミ、キセル、寛永

通宝 9枚、火打石、栗

3号墓境 (SK-3)第 5図

位置―グリッドC-3。 形状―楕円形、

長径76cIIl・ 短径69clll・ 深さ57clllを 測る。

出土遺物一鉄製器、クルミ、寛永通宝 4

枚、キセル

ゞ      N

w,摯 1.700

|

S

0             1m
|

第 4区  2号墓墳実測図 (1/30)

lm

き              

―
第 6図 3号墓壊微細図 (1/30)

0              1m

ZI
Ｎ

Ｉ

◆／
Ｎ
ＩＺ

w里 1.800  き

0             1m

第 5図 3号墓壊実測図 (1/30)

4号墓装 (SK-4)第 7図

位置―グリッドC-6。 形状一楕円形、長径76 w―

911・ 短径66ull・ 深さ83clllを測る。
´

出土遺物―キセル、寛永通宝 1枚

∽
ひ
Ｄ

．

Ｉ

Ｓ
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第 7図 4号墓壊実測図 (1/30)



5号墓境 (SK-5の 1、

一 E′

0

道 9ヒ
°11 -

SK-5の 2)第 3図

位置―グリッドC-6。 形状-5の 1号墓壊は円形、直径

68cm・ 深さ51cmを 測る。 5の 2号墓墳は円形、長径75cm・ 深

さ40cmを測る。

出土遺物-5の 1 キセル、

5の 2 キセル、

N
|

―一E

lm SK-5の 1

0

寛永通宝 7枚、木製品

寛永通宝 6枚、クルミ、凹石

lm

第 8図  5号墓壊実測図 (1/30)

6号墓境 (SK-6)第 10図

位置一グリッドC-6。 形状―円形、直径73clll・ 深さ68clllを測る。

出土遺物一寛永通宝 3枚、クルミ、鉄製品

7号墓境 (SK-7)第 11図

位置―グリッドC-7。 形状一楕円形、長径92clll・ 短径83clll・ 深さ63911を測る。

出土遺物―寛永通宝 6枚

き             ~
第 9図  5号墓墳微細図 (1/30)

W里1.700 き

Ｎ

Ｉ

0         1m S

第10図  6号墓墳実測図 (1/30)
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8号墓壌 (SK-8)第 12図

位置一グリッドC-7。 形状一円形、直径69cm・ 深さ37cmを測る。

出土遺物―寛永通宝 4枚

9号墓墳 (SK-9)第 13図

位置一グリッドD-7。 形状一円形、直径65cnl・ 深さ11～12cmを測る。

10号墓城 (SK-10)第14図

位置―グリッドD-7。 形状一円形、直径65cln・ 深さ11～12cmを測る。

出土遺物―キセル、寛永通宝 6枚、火打石            干
11号墓境 (SK-11)第 15図

位置―グリッドD-7。 形状―円形、直径69cm・ 深

さ43～52clllを測る。

出土遺物―木製品 (漆椀)、 鉄製品、石器

N
I

名
「
ギ
ヽ

ZI

― E

第12図  8号墓壊実測図 (1/30)
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第13図  9号墓療実測図 (1/30)
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第15図 11号墓墳実測図 (1/30)
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第14図 10号墓壌実測図 (1/30)
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12号墓壌 (SK-12)第 16図

位置一グリッドD-7。 形状一円形、直径80clll・ 深さ75clllを測る。

出土遺物―キセル、寛永通宝 2枚、クルミ、火打石

13号墓境 (SK-13)第 17図

位置―グリッドD-7。 形状一楕円形、長径92clll・ 短径79cnI・ 深さ82cmを測る。

ゞ
Ａ
ト
ロ
本
年
、

W一

0             1m
|

第16図 12号墓渡実測図 (1/80)

14号墓壊 (SK-15)第 18図

位置一グリッドD-6。 形状一楕円形、

長径67軸・ 短径56clll・ 深さ38cmを測る。

出土遺物一寛永通宝 6枚

15号墓境 (SK-15)第 19図

位置一グリッドD-6。 形状―楕円形、

長径95911・ 短径90cm・ 深さ68～75ollを 測る。

0             1m

第18図  14号墓墳実測図 (1/30)

lm

第17図 13号墓壊実測図 (1/30)

1稀
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0              1m

第19図 15号墓竣実測図 (1/30)
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16号墓境 (SK-16)第20図

位置一グリッドD-6。 形状一円形、直径78cm・ 深さ69cmを測る。

出土遺物―キセル、寛永通宝 3枚

17号墓境 (SK-17)第21図

位置―グリッドC-6。 形状―円形、直径71cm・ 深さ77clnを測る。
N

|

ど■700き

第20図 16号墓壊実測図 (1/30)

Ｎ

Ｉ

Ｎ
Ａ
ハ
＝
＼
年
、

18号墓壊 (SK-18)第22図

位置―グリッドC-6。 形状―円形、直径

68clll・ 深さ47clllを測る。

出土遺物―キセル、寛永通宝 2枚、クルミ

19号墓壌 (SK-19)第23図

位置一グリッドD-6。 形状―楕円形、長

径88cm・ 短径82cm・ 深さ71cmを測る。

出土遺物―寛永通宝 7枚、銅製金具、火打

石、火打金、キセル

第21図 17号墓壌実測図 (1/30)
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第23図 19号墓墳実測図 (1/30)
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第22図 18号墓壌実測図 (1/30)
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20号墓境 (SK-20)第 24図

位置一グリッドD-5。 形状―楕円形、長径81cm・ 短径75clll・ 深さ51clllを測る。

出土遺物一寛永通宝 5枚

21号墓壊 (SK-21)第 25図

位置一グリッドD-7。 形状―楕円形、長径86cm・ 短径75cm・ 深さl m44cm～ l m57cnを測る。

出土遺物―寛永通宝 6枚

延891.700帝

22-1・ 2号墓境 (SK-22の 1、 SK-22の 2)

第26図

位置―グリッドC-7。 22の 1号墓壊の形状一楕円

形、長径66clll・ 短径62911・ 深さ52clllを測る。22の 2号墓壊の形状一円形、直径75cm・ 深さ58cmを測る。

出土遺物-22の と号墓壊 寛永通宝 4枚、キセル

22の 2号墓壌 寛永通宝 2枚、キセル、椀
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0             1m

第25図 21号墓羨実測図 (1/30)
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第27図 22-1・ 2号墓墳微細図

(1//30)
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0             1m 工

第26図 22-1・ 2号墓墳実測図



23号墓壊 (SK-23)第28図

位置一グリッドD-6。 形状一隅丸円形、長径93cnI・ 短径72cm・ 深さ71clnを測る。

出土遺物一寛永通宝 5枚、クルミ、キセル

24号墓竣 (SK-24)第29図

位置―グリッドD-7。 形状一楕円形、長径47cm・ 短径45cm・ 深さ22cm～31clnを測る。

出土遺物一寛永通宝 4枚

N
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招
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Ｅ

一

lヽm

第28図 23号墓鍍実測図 (1//40)

25-1・ 2号墓壌 (SK-25の 1、 SK-25の 2)第30図

位置一グリッドC-6。 25の 1号墓壊の形状―円形、直径73clll・ 深さ68clllを測る。25の 2号墓壊の

形状一隅丸長方形、
‐
長軸73clll・ 短軸64clll・ 深さ63cmを測る。

出土遺物-25の 1号墓娯 キセル、鉄製品

25の 2号墓墳 徳利、キセル、茶碗

SK-25の 1

W―

I(′う

W311,71Xl

第29図 24号墓墳実測図 (1/40)
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O      S lm

0             1m

25-1・ 2号墓墳実測図 (1/30)

第31図 25-1・ 2号墓壊微細図 (1/30)
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26号墓壊 (SK-26)第32図

位置―グリッドC-6。 形状一円形、直径97cm・ 深さ87clllを測る。

出土遺物一寛永通宝 7枚

0             1m

第32図 26号墓羨実測図 (1/30)

� 出上 した遺物

出土遺物は、調査区の北側に埋没谷があり、ここからの流れ込みによる混入と思われるが、縄文時

代後期 (加曽利B式)の上器が出上 した (第 16～21図 )。 墓壊遺構よりのキセル、寛永通宝、茶椀、

徳利、火打石、鉄製品、本製品 (第22～39図)な どが出上し、キセルの出土数が多 く、当時の喫煙習

慣の一般化を示すものである。

出上している寛永通宝の初鋳は、寛永13年 (1636)に 発行され、発行所も一箇所ではなく、数 ケ所

あり、発行所によってさまざまな特長をもっている。元文 4年 (1739)に は鉄銭も発行されるように

なり、当遺跡においても、墓墳内より出上が見られ、次第に鉄銭に変わっていくようである。しかし、

鉄銭であるため、サビによる癒着がはなはだしく、字体の確認ができるものは、ごくわずかであるが、

鉄銭が出土することから、この時期以後に埋納されたものである。
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第33図  1-2号墓墳出土遺物実測図 (1/2)

― ◎

一-25-―



③

羞
|

|

照巨〉三【≡三三ヨ匡豊当
2

◎40鬱 鰈 6

《ζヨユと担

③7鬱8機9畿o

3、  7ハ
V12)第34図  2の 1・ 2の 2号墓壊出土遺物実測図 (1/2)(SK2の 1-1、 4～6

1           4

∞
第35図 3号墓壊出土遺物実測図 (1/2)

◎
◎

|  |
軽豆ユ当 ―◎

|  1 2

第36図 4号墓壊出土遺物実測図 (1/2)
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第41図 10号墓壊出土遺物実測図 (1/2)
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第42図 11号墓壊出土遺物実測図 (1/2)
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第46図  18号墓壌出土遺物実測図 (1/2)
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第47図  19号墓壊出土遺物実測図 (1/2)

③3｀Q ③506 ①7鬱8◎
第44図  14号墓壊出土遺物実測図 (1/2)

畿 鱒4鬱:

|            ↓

第45図  16号墓壊出土遺物実測図 (1/2)
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(S K22の 1-1・ 2、 6～ 9、 S K22の 2-3～ 5、 10・ 11)
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第48図  20・ 21号墓装出土遺物実測図 (1/2)

(S K20-1～ 5、 S K21-6～ 11)

・ 22-2号墓壊出土遺物実測図 (1/2)
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第51図 24号墓墳出土遺物実測図 (1/2)
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第52図 25の 1・ 25の 2号墓壊出土遺物実測図 (1/2)
(S K25の 1-1・ 2、 S K25の 2-3～ 5)
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第53図 25-1・ 25-2号墓壊出土遺物実測図 (1/2)
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第55図 遺構外出土土器実測図 (1/3)
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第60図 遺構外出土遺物実測図 (1/6)
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0                    10m

第 1図 西原北遺跡遺構分布図 (1/200)
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第Ⅲ章 西 原 北 遺 跡

i 遺跡の環境

本遺跡は、山梨県北巨摩郡高根町村山西割字西原2,239番地外に所在し、標高約740mを測る。地形は、

高低差の少ない舌状に南に張り出している緩斜面の微高地に位置する。

� 検出された遺構

検出遺構は、平安時代の住居址 2軒、近世の土壊 1基であった。

(1)竪穴住居址

1号住居址 (SB-1)

本遺跡の西側 (グ リッドB-3)に

位置する。西北の隅が道路で切断され

ているが、保存状態は良好である。形

状は隅丸方形で、長軸 3 mttlHll・ 短軸

3m40cm・ 壁高始-40cmを測る。柱穴・

周溝は確認されない。カマドの存在に

よって、平安時代の住居祉と確認でき

る。カマドは東壁の南寄りに構築され

た石組である。天丼石・袖石 2個以上・

支脚石が検出され、残存状態は良好で

ある。全長 lm・ 幅謗cll・ 壁高30cmを

測る。
¬ヒ______上十~―万≧土塾

m

第 2図  1号住居址実測図 (1/60)

土層説明

第 I層

第Ⅱ層

第Ⅲ層

第Ⅳ層

第V層

茶褐負十層 (小礫を含む)

茶褐缶十層 (焼土粒を含む)

黒褐色土層 (焼土粒を含んでいない)

灰白上層 (灰層)

赤褐色土層 (焼上層)

0            1m

第 3図  11棄
P,易を1,マ

ド址実測図

―-40-―
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2号住居址 (SB-2)

本遺跡の西側 (グ リッドB-4・ 5)

に位置する。形状は隅丸方形で、長軸

4m60cll・ 単軸 4m30cm・ 壁高34cmを

測る。柱穴・ 周溝は確認されない。カ

マドの存在によって、平安時代の住居

址と確認できる。カマドは東壁の南寄

りに構築された石組である。破壊され

て遺存状態は良くない。全長96cm・ 幅

70cm・ 壁高32cmを 測る。焼上の痕跡が

■ フ

中

第 4図 2号住居址実測図 (1/60)

玉る分 を滋
0             1m

第 5図  2号住居カマド址実測図

土層説明

第 I層 黄褐色上層

()F常にかたくしまっている、カマド天丼部分 ?)

第Ⅱ層 黄黒褐色土層

(焼土粒を含み、比較的しまっている)

第Ⅲ層 黄黒褐色+層

(し まりがなく、ボロボロして焼土粒 を含む)

第Ⅳ層 灰褐缶十層

(比較的しまっており、焼土粒を含む)

第V層 赤褐色土層 (焼土層)

第Ⅵ層 黄黒褐色土層 (住居址内覆土)

第Ⅶ層 黄灰褐色土層

(粘土層がかたく焼きしまったもの)

(鋤 集 石 土 境

中

第 6図  1号集石土壊上部実測図 (1/60)

1号集石土竣 (SK-1)

本遺跡の西側 (グ リッドB-5)に 位置する。形状は円形で、直径 l m50clll・ 深さ61cmを測る。雨水

を排水するような周溝がある。本遺構からの出土品から竪棺によって埋葬された墓壊であり、近世末期

(1//30)

飲

―-41-―



のものと見られる。集石はこの竪棺の蓋の置かれたも

のであろう。

� 出土 した遺物

出土遺物は、 1、 2号住居址から平安時代の上師器・ 須

恵器・ 墨書土器 (第 8・ 9図)がある。集石土墳からは中

世 (第10図 1)、 近世の陶器 (第 10図 2・ 3)が出土 した。

第10図 3の陶器の茶碗は使用中に割れたものと思われ、当

時の補修技術により接合され、再使用されたと見られる。

茶碗の糸尻の内側部分に朱書 (ヤ十六)が見られることか

ら、専門家により接合された可能性がある。上壊下部から

は、桶の底と思われる板材がわずかながら残っていた。遺

構外からは、土師器・ 須恵器 (平安時代)、 陶磁器・天目茶碗

|′

  _

第 7図  1号集石土壊下部実測図
(1///60)

(中近世)が出上した。(第 11図 )

犀ゝ

＼

＼寺 J室

10

1号住居址出土遺物実測図 (1/3)(平安時代)第 8図
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巡 逃 塁

7

第10図  1号集石土墳出土遺物実測図 (1/3)(中世-1 近世 2・ 3)

第11図 遺構外出土土器実測図 (1/3)(平安 3～ 6 中近世-1・ 2)

第 9図  2号住居址出土土器実測図 (1/3)(平安時代)
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第Ⅳ章 大 明 神 遺 跡

i 遺跡の環境

本遺跡は、山梨県北巨摩郡高根町長沢字大明神2652-4番地外の地内に所在し、標高約920mを測る。

東側の原家の前の幅広い高い尾根と、西側の新村の幅広い尾根に挟まれた微高地上に位置する。良好な

ローム層が確認できる範囲はごくわずかであり、調査区域は耕作等により削平されていた。遺構は検出

できなかったが、土器片が数点出土 した。

� 出上 した遺物

出土遺物は、縄文時代前期の上器 Ь打製石斧、平安時代の上師器・須恵器、中近世の陶器が出土した。

爛 〉
皮禁 庇

第 1図 大明神遺跡出土遺物実測図 (1/3、 但し7は 1/6)
(1～ 7-縄文時代、 8～12-平安時代、13-中近世)
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第V章 薬 師 堂 遺 跡

i 遺跡の環境

本遺跡は、山梨県北巨摩郡高根町長沢字薬師堂2310-1番地外に所在し、標高約910mを測る。地形

は、北から南に流れる尾根の緩斜面の微高地に位置する。

第 1図 薬師堂遺跡遺構分布図 (1/600)
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� 検出された遺構

検出された遺構は、平安時代の住居址 6軒で、このうち 1軒は焼失家屋 (SB-1)土 坑63基で、

土坑中から縄文時代中期・ 晩期、中世の遺物が出土 した。

(1)竪穴住居址

1号住居址 (SD-1)第 2図

本遺跡の南西 (グ リッドB-12・ B-13に またがる)に位置する。周溝の存在により住居址と確認

された。南壁、東壁の 1部が欠損しているが、形状は約 6m30clnの 隅丸方形である。壁高は 8 clnを測

る。カマドは検出されていない。

IQ言
∝.3生

第 2図  1号住居址実測図 (1/60) 0      1m

―

2号住居址 (SB-2)第 3図

本遺跡の東側 (グ リッドK-4)に 位置する。南壁は欠損 しているが、形状は、長軸約 5m・ 短軸

約 4mの隅丸長方形で、壁高40cmを測る。東西の壁際に4基の柱穴が検出された。住居址内の床面上

に住居を構築した部材の炭化材が出上したことから、本住居址は焼失家屋と見られる。カマドは北壁

の中央部に構築された。破損されてはいるが、天丼石、袖石、支脚石がある。全長95cm・ 幅58clll・ 深

さ31clllを測る。カマ ドの東側に物を置く台の形をした平 らな石で、11個からなる石組遺構が検出され

た。

∩
ｙ
一
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第 3図 2号住居址実測図 (1/60)

J立 朗3.0∞
N′

|1賓

m

第
チ聾性居址 カマ ド実測図 (1//30)

0             1m

第
B署住 居址 石組遺 構 実 測 図 (1/30)

IQB 912.900     1Q ∩ | B′ ∩

Ｊ
評

漁

∵

‐

鳩
魃
′

ｌ

ｓ

|

S′

土層説明

第 I層 赤褐色土層 (焼土層)

第Ⅱ層 黒黄褐色土層 (ロ ーム粒・赤土粒を含む)

第Ⅲ層 灰黒黄色土層 (ロ ーム粒を含む)

第Ⅳ層 黄褐色土層 (焼成をうけている)

一-47-―



3号住居址 (SD-3)第 6図

本遺跡の北東 (グ リッド正-4・ 」-4に またがる)に位置する。形状は、長軸 5m・ 短軸 4mの

隅丸長方形で、壁高12cmを測る。周溝はない。柱穴は11基検出されているが、住居に伴うものは3基

と思われ、残りの 8基は位置及び規模等から住居に伴わないと思われる。土坑 2基についても同様で

ある。カマドは東南角の東壁の比較的南の位置に構築されており、全長 l m52cm・ 幅58cm・ 深さ50cm

を測る。煙道は破壊され

て いた。

土層説明

第 I層 黄色土層 (焼土

粒を含む)

パサパサ してい

る

第Ⅱ層 黒褐色土層

(粘性あり、しまっ

ていない)

第Ⅲ層 黄赤褐色土層

(焼土粒・ ブロッ

ク・炭を含む)

パサパサ してい

る

第Ⅳ層 黄色土層 (焼土

粒を含む)

第V層 黄色土層

(焼土粒を若千

含むが、非常 に

しまっている)

第Ⅵ層 赤褐色土層 (焼

土 ブロックを含

む、硬 く焼 きし

まっている)

第Ⅶ層 黄赤褐 色土層

(焼土ブロック・

粒を含む)

第Ⅷ層 茶褐色土層 (ロ ー

ム粒を含む、 しま

りなく、粘性なし)

第Ⅸ層 茶灰褐色土層 (灰

層、粘性あり)

第X層 赤褐色土層

(焼土層 )

第�層 黒灰褐醒   (炭・

灰・ 焼土層)

第�層 黄色土層 (5層に

比べしまっていな

ヽヽ )

暗赤褐色土層 (焼

土粒・ 焼土ブロッ

クを含む)

暗茶褐色土層 (13

層に比べ、焼土粒・

焼土プロックが少

ない)

19j
Ol

0      1m

第 6図 3号住居址実測図 (1/60)中

0             1m

(1/30)

I只
A912900

1.焼土範囲

2.炭の範囲

3.焼土ブロック

912,900

第 7図  3号住居址カマ ド実測図
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4号住居址 (SB-4)第 8区

本遺跡の中央部のやや上側 (グ リッドE-5・ E-6・ F-5

東南側の壁が欠損 しているが、形状は、長軸約 5m20cm・ 短軸 3

測る。周溝が西壁に確認できた。柱穴は4基検出されているが位

置及び規模などからどれも主柱穴でないと思われ、土坑 2基が検

出された。カマドは破壊された状態で十分調査できなかった。石

組はない。全長95cm・ 幅82cm・ 深さ20cmを測る。

A912.100

・ F-6に またがる)に位置する。

m30cmの隅丸長方形で、壁高14cmを

E
|

N一

』 911800 塊 |

0              1m

第 9図
4号住居址 カマ ド実測図(1///30)

土層説明

第 I層 暗赤褐色土層(焼土粒

を含む)

第Ⅱ層 灰色土層(灰層)粘 性

あり

第Ⅲ層 赤褐色土層 (焼土層 )

第Ⅳ層 暗黄色土層(ロ ーム層)

焼成を受けている

第V層 黒色十層(ロ ーム粒を

含む)

ロ

ー
ー

0      1m
中

iQ
B912100

lm
第10図  5号住居址実測図 (1/60)中

-49-一

¬し__一十~¬
正」/~~十

~~~~~― ―一一

第 8図  4号住居址実測図 (1/60)

A

5号住居址 (SB-5)第 10図

本遺跡の中央部のやや上側 (グ

リッドG-4・ G-5)に 位置す

る。北壁は1部破壊されているが、

形状は、長軸約 4m12cm・ 短軸 3

m90cmの隅丸長方形で、壁高10cm

を測る。周溝はない。柱穴14基検

出され、そのうち4基が主柱穴と

思われる。中央に焼上が確認され

た。カマドは東南の隅に位置する。

全長 lm・ 幅80凱・深さ30～40clll

を測る。 2個の天丼石、 5個の袖

石、支脚石が検出され、遺存状態

は良好であった。

OttD(④
ミ



E―

点線…焼土範囲

才
0             1m

第11図  5号住居址カマド実装図 (1/30)

土層説明

第 I層 黒褐色土層 (粘土粒を含む、粘性・ しまり

ともややあり)

第Ⅱ層 黄色土層 (粘土粒を含む、粘性 。しまりと

もややあり)

第Ⅱ層 暗黒灰色土層 (灰・炭化物・焼土粒を含む、

粘性あり)

第Ⅳ層 赤褐色十層 (焼土層、粘性なく。しまりあ

り)

第V層 暗黄灰色土層 (粘土粒を含まない、粘性 。

しまりともややあり)

第Ⅵ層 黒褐色土層 (粘土ブロック含む、粘性 。し

まりともややあり)

第Ⅶ層 黒黄灰色土層 (粘土ブロック含む、粘性・

しまりともややあり)

第Ⅷ層 黒褐負十層 (粘土粒を含む、粘陛ややあり。

しまりなし)

第Ⅸ層 暗赤褐色土層 (粘土ブロック含む、粘性・

しまりともややあり)

第X層 黒黄灰色土層 (粘上を含まない、粘性 。し

まりともややあり)

第�層 黒褐色土層 (粘上を含まない、粘性 。しま

りともややあり)

6号住居址 (SB-6)

本遺跡の中央部の右上

の隅丸長方形で、壁高28

cmを測る。周溝はない。

柱穴は4基検出されてい

るが、主柱穴は3基と思

われ、残り1基と土坑 3

基の位置及び規模等から

住居に伴わないと思われ

る。カマドは東南の隅に

位置する。破壊されてお

り、調査過程で確認され

たもので、石組はなかっ

た。全長 l m30clll・ 幅60

cm・ 深さ30-40cmを測る。

2個の天丼石、 5個の袖

石、支脚石が検出され、

遺存状態は良好であった。

第12図

(グ リッドH-4・ I-4)に位置する。形状は、長軸 5m・ 短軸 3m80cm

C                                             C′

∪

―

υ
げ一 ヒヽ戸一―~~ツ /十

~

IW                  I中

)     lm

l―
第12図  6号住居址実測図 (1/60)
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(動 土   坑

1号土坑 (SK-1)第 13図

位置―グリッドA-12。 形状―楕円形、長径 l m 2cm・ 短径95cln・ 深さ63～70calを 測る。

4号土坑 (SK-4)第 14図

位置一グリッドC-12。 形状一円形、直径 l m36cm・ 深さ38cmを測る。

第14図  4号土坑実測図 (1/40)

lm

第13図 1号土坑実測図 (1/40)

5号土坑 (SK-5)第 15図

位置一グリッドD-12。 形状―楕円形、

長径 3m16clll・ 短径 l m70cln・ 深さ35～

40cmを測る。

＼

第15図  5号土坑実測図 (1//40)

一-51-―
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8号土坑 (SK-3)第 16図

位置一グリッドE-11・ F-11に またがる。形状一楕円形、長径 2m62cm・ 短径 2m・ 深さ75cmを

測る。

9号土坑 (SK-9)第 17図

位置一グリッドE-10。 形状一楕円形、長径 2m21cm・ 短径 l m55clll・ 深さ70calを測る。

0____lm
第16図  8号土坑実測図 (1/40)―

―

0          1m

第17図  9号土坑実測図 (1//40)
10号土坑 (SK-10)第 18図

位置一グリッドE-9。 形状―円形、直径 l m 8 clll・ 深さ39clllを測る。

11号土坑 (SK-11)第19図

位置―グリッドD-8・ D-9・ E-9・ E-9に またがる。形状一楕円形、長径 2m・ 短径 lm
38clll・ 深さ58cmを測る。

lm

A＼

＼
¶ 「

第18図

(1/40)

0          1m

第19図 ■号土坑実測区 (1/40)

10号土坑実測図

―-52-一



13号土坑 (SK-13)第 20図

位置―グリッドH-11。 形状―楕円形、長径 l m19clll・ 短径 l m 4 clll・ 深さ37clnを測る。

16号土坑 (SK-16)第 21図

位置一グリッドF-9。 形状一楕円形、長径 2m58clll・ 短径 l m29cm・ 深さ55cmを測る。

0          1m

第20図 13号土坑実測図(1/40)
0          1m

第21図 16号土坑実測図 (1/40)

18号土坑 (SK-18)第 22図

位置―グリッドJ-10。 形状―楕円形、長径 l m 8 clll・ 短径88clll・ 深さ32ulIを測る。

19号土坑 (SK-19)第熟図

位置―グリッドE-6。 形状―円形、直径90cm・ 深さ55clllを測る。石 1個あり。

21号土坑 (SK-21)第 24図

位置―グリッドE-7・ F-7にまたがる。形状―楕円形、長径87clll・ 短径82clll・ 深さ22～31clllを

測る。石 1個あり。

Ｊ
Ｉ

Ｉ

杵

ゝ
1 910.700    1

]単
」

「
0          1m

0          1m

第22図
18号土坑実測図 (1//40)

'0      1m

肥詈土坑実測図 Q//40)

―-53-一

第
件異L坑実測図 (1//40)



23号土坑

(SK-23)

第25図

位置一グリッド

E-7・ E-8に

またがる。形状一

楕円形、長径 2m

90clll・ 短径 l m47

cll・ 深さ45～ 70clll

を測る。

24号土坑 (SK-24)第26図

位置一グリッドD-7。 形状―楕円形、長径 l mllclll・ 短径 1

m2clll・ 深さ92～98clllを測る。集石あり。

25号土坑 (SK-25)第27図

位置―グリッドF-6。 形状一楕円形、長径 l m30cn・ 短径 1

m5oll・ 深さ49～60clllを 測る。石 1個あり。

26号土坑 (SK-26)第28図

位置―グリッドE-6。 形状―楕円形、長径 l m l clll・ 短径97

cm・ 深さ25cmを測る。

0          1m

|<

0          1m

第25図 23号土坑実測図 (1//40)

0          1m

第27図
25号土坑実測図 (1/40)

911900

0         1m

第28図 26号土坑実測図 (1/40)

910.700

911,000 ゞ

代
ハ
臥
ヽ
年
、

第26図 24号土坑実測図 (1/40)
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27・ 28号土坑 (SK-27・ SK-23)第 29図

位置一グリッドD-7。 27号土坑の形状―楕円形、長径92cll・

短径82cll・ 深さ23cmを測る。お号土坑の形状一楕円形、長径 2m・

短径 l m23cm・ 深さ12cmを測る。

30号土坑 (SK-30)第 30図

位置―グリッドC-5・ C-6。 形状一円形、直径 l m 9cm・

深さ18～39clllを測る。

31号土坑 (SK-31)第 31図

位置―グリッドC-4。 形状一円形、直径 l m4eCm・ 深さ20～

30clllを測る。

0          1m
|

第29図 27・ 28号土坑実測図 (1/40)

34号土坑 (SK-34)第 32図

位置一グリッドF-4。 形状一楕円形、直径 l m 8cm・ 深さ

45～48cmを測る。

35号土坑 (SK-35)第33図

位置一グリッドF-5。 形状一楕円形、直径 l m16clll・ 短径

l m 5 cII・ 深さ49～60clllを測る。石 1個あり。

37号土坑

(SK-37)第34図

位置―グリッドF一

3・ G-3にまたがる。

形状一楕円形、長径 1

�・短径87clll・ 深さ55

clllを 測る。

ヒー十一名
m]     層

第31図 31号土坑実測図 (1/40)

|

第32図 34号土坑実測図(1//r40)
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第33図 35号土坑実測図 (1/40)
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第3発
生坑実測図 (1/40)



45号土坑 (sK-45)第 35図

位置―グリッドH-3・ I-3にまたがる。

形状―楕円形、長径 3m42911・ 短径 l m74cm・

深さ30～50ollを測る。石 1個あり。

46号土坑 (SK-46)第 36図

位置―グリッドF-7・ F-8にまたがる。

形状―円形、直径拠cn・ 深さ7-32clllを測る。

石 1個あり。

47号土坑 (SK-47)第 37図

位置―グリッドE-7。 形状―楕円形、長

径72cm・ 短径68clll・ 深さ17～23cmを測る。

0          1m

第35図 45号土坑実測図 (1/40)

0- ~―  輸

露普堅坑実測図 Q海の
拙 実隠 1

48号土坑 (SK-48)第 38図

位置―グリッドD-8。 形状―円形、直径88ull・ 深さ21clllを測る。

49号土坑 (SK-49)339図

位置―グリッドD-8。 形状―円形、直径64clll e深 さ27～40clllを測る。

50号土坑 (SK=50)340図

位置一グリッドF-4。 形状―楕円形、長径 l m 6 911・ 短径95cm・ 深さ64～71911を測る。

0          1m

縛監期臥1/40)

0          1m

概
一-56-―

0          1m

第40図 50号土坑実測図 (1/40)



53号土坑 (SK-53)第41図

位置―グリッドF-5。 形状一隅丸長方形、長軸 l m40cm・ 短軸 l m30cal・ 深さ7～22clnを測る。

54号土坑 (SK-54)第42図

位置一グリッドJ-4。 形状一楕円形、長径 l m 19cn・ 短径86cm・ 深さ26～42cmを測る。

55号土坑 (SK-55)第43図

位置―グリッドI-4。 形状一楕円形、直径 l m 6 cln・ 深さ50cmを測る。

0          1m

第41図 53号土坑実測図 (1/40) 第42図 54号土坑実測図 (1/40) 
第43図 55号土坑実測図 (1/40)

57号土坑 (SK-57)第44図

位置―グリッドE-7。 形状二円形、直径 l m74cm・ 深さ30～45cmを測る。

58号土坑 (SK-58)第45図

位置一グリッドD-4。 形状一楕円形、長径 l m47clll・ 短径 l m31cll・ 深さ23～37cmを測る。集石

5個あり。

0         1m

第45図 58号土坑実測図 (1/40)

0          1m

第44図  57号土坑実測図 (1/40)

� 出上 した遺物

出土遺物は縄文時代中期・ 晩期の上器・ 石鏃・ 石匙、

-1

Ｊ
Ｋ

ビ

‐
‐

―-57-

平安時代の上器、中世の上器である。
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第46図  1号住居址出土土器実測図 (1/3)(平安時代-1、 中世-2)

1

＼

爛 舷

第47図 -1 2号 住居址出土土器実測図 (1/3)(平安時代)
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第47図 -2 2号 住居址出土土器実測剛 (1/3)(平安時代)

第47図 -3 2号 住居址出土土器実測図 (1/6)(平安時代)

一-59-―
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第48図  3号住居址出土土器実測図 (1/3)(平安時代)

5号住居址出土土器実測図 (1/3)(縄文時代-1・ 平安時代-2・ 3)

第51図 21号土坑出土土器実測図(1/3)(縄文時代-1、 中世-2)

′

ュ

一一
　

　

　

　

＞

―-60-一



1甲激魂鰺 甲9

撃 りЮ

鸞瀞班 ∈ 駆

虚2静娩

鞠 ∴4綸 皮5爾嘘鱗叱7警成
第53図 36・ 37・ 45・ 48・ 57・ 62号土坑出土土器実測図 (1憑

斜 s K62-36～38)(S K36-1・ S K37-2・ S K45-3～ 7・ S K48-8^y10・ S

∝
.乏 籟

=0機
,′説欝

崇

一隷

他

班

鬼

雇

一-61-一



８Ｋ５８．
Ｓ

ｒキヽヽ
、、　　期ｓＫ４５．

器

・

±
５鮭

３”
第54図 土坑

・ SK6-2・ S K24-

―-62-―

(SK5-1



監70彎義H.麟 成2輩 盈

第55図 遺構外出土土器実測図 (1)(1/3)(縄文時代)
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遺構外出土土器実測図 (3)縄文時代 (1/3)
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第58図 遺構外出土土器実測図 (3)(1/3)(平安時代-1・ 3、 中世-2・ 4、 近世-5)
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第 1図 当り町遺跡遺構分布図 (1/400)
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第Ⅵ章 当 り 町 遺 跡

遺 跡 の 環 境

本遺跡は、山梨県北巨摩郡高根町村山西割76番地に所在し、標高約720mを 測る。地形は、南北に

走るやせ屋根の頂上部に位置する。県道高根長坂線 (県道Ч号線)の標高約750m以下より弥生時代

の遺跡が確認されている。本遺跡は町内で最初に調査された弥生時代の遺跡である。水田遺跡は確認

されていない。隣町の長坂町に弥生時代の柳坪遺跡がある。

� 検出された遺構

検出された遺構は、弥生時代後期の焼失家屋 1軒 と土坑 2基である。土坑内からは出土遺物はなく、

時期不明であるが、土坑付近からキセルが出土しているため、時期は近世と推定される。

(1)竪穴住居址

1号住居址 (SB-1)第 2図

本遺跡の南東部 (グ リッドC-9,10、 D-9・ 10、 E-9・ 10)に位置する。本住居址の約半分

t編釉劃盈麻となっ

ており、十分調

査できなかった。

土坑等による撹

乱はなく、生活

雑器の遺物が少

ないことなどか

ら、家屋を廃棄

して焼失したと

見られる。

柱穴は4基検

出され、中央部

の柱穴 3基が主

柱穴と思われる。
第 2図  1号住居址実測図 (1/60)

炉を中央部と仮定するなら、東西約 8m、 南北 4mの   ゞ

娯脅員看髯登を目積岳曇f魯盈;2写写茎啓悟fB籠。   ｀
�V―

土層説明

第 I層 茶褐色土層 (粘性ややあり、しまりややあり、焼土

N
I

粒子を含む)

第Ⅱ層 黒色土層 (炭化物層)

第Ⅲ層 暗茶褐缶十層 (粘性ややあり、しまりややあり、焼

土粒子を含む)

lm
‐

・

第 3図  1号住居址石囲い炉実測図 (1/30)
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(β 土   坑

1号土坑 (SK-1)第 4図

位置―グリッドE-5。 形状―

楕円形、長径57cm・ 短径43cm・

深さ10～17cmを測る。

2号土坑 (SK-2)第 5図

位置―グリッドD-5。 形状一

楕円形、長径坐cm・ 短径33cm・

深さ14～20cmを測る。

第 4図  1号土坑実測図 (1/40)第 5

0          1m
|

2号土坑実測図 (1/40)図

� 出上 した遺 物

検出遺物は、 1号住居址から弥生時代の上器 (第 6図 )、 遺構外から平安時代の須恵器・ 土師器

(第 7図 )、 近世のキセル (第 8図)が出土した。

第 6図  1号住居址出土土器実測図 (1/3)(弥生時代)
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―
◎

第 7図 遺構外出土遺物実測図 (1/3)(平安時代)

第 3図 遺構外出土遺物実測図 (1/3)(近世)

―

◎
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第Ⅶ章 薬 師 堂 束遺 跡

遺 跡 の 環 境

本遺跡は、山梨県北巨摩郡高根町長沢字薬師堂2808番地外に所在し、標高約910mを測る。地形は、

北から南に流れる微高地上に位置し、その尾根は堤山 (950m)に 連続する。薬師堂遺跡 (平成元年

調査)と は、土地改良事業により分割されてしまったが、本来同一遺跡である。

+   十 Sる3+ く
く

■     +     十

SK-7    sK-3

型̂ +S【5?  +S(1
SK-6〔

,S,馬

十    ■
 R

SK-4
+    十    十

十    十    十

SK-9
+  ◎ +   十

■    十    十

■    +   +

十    十    +

十    十    十

,【
硝。ttsKエ

SK-12◎

+SK-14+

SK-17
SK-15     。

呈S【 16

A B C D E F G H I

第 1図 薬師堂東遺跡遺構分布図
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五 検出された遺構

検出された遺構は、時期不明の上坑17基である。

(1)上   坑

1号土坑 (SK-1)第 2図

位置―グリッドI-3、 I-4にまたがる。形状一楕円形、長径 2m6cm・ 短径醜cm・ 深さ20cmを

測る。

2号土坑 (SK-2)第 3図

位置一グリッドG-4、 H-4にまたがる。形状一楕円形、

～86911を測る。

3m32clll・ 短径 l m64clll・ 深さ74離
　
ぶ卜
弐
　
・
ト

0          1m

第 2図  1号土坑実測図 (1/40)

3号土坑 (SK-3)第 4図

位置―グリッドG-3、 H-3に またがる。

形状―楕円形、長径 l m96clll・ 短径 l m36clll・

深さ70clllを測る。

4号土坑 (SK-4)第 5図

位置一グリッドG-4。 形状一楕円形、長径 1

lm

第 4図  3号土坑実測図 (1/40)

913.700

挙
＼
代
式
へ

　
・

R 
年墨m

第 3図 2号土坑実測図 (1/60)

m36cII・ 短径 l m22clll・ 深さ40～44clllを 測る。

0          1m

第 5図 4号土坑実測図 (1/40)
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5号土坑 (SK-5)第 6図

位置一グリッドG-4。 形状一楕円形、長径 l m94cln・ 短径

6号土坑 (SK-6)第 7図

位置一グリッドF-4、 G-4に またがる。形状一楕円形、

cmを測る。

lm

l m30cln・ 深さ64cmを測る。

長径 2m66cn・ 短径 2m6cm・ 深さ98

lm

中

第 7図  6号土坑実測図 (1/60)

m

第 8図  7号土坑実測図 (1/60)

く
、

Ｆ
ゴ

Ｎ

刀
川
川
ヽ
卜
＋
―

第 6図  5号土坑実測図 (1/40)

7号土坑 (SK-7)第 8図

位置一グリッドF-3。 形状一楕円形、長

径 2m56cn・ 短径 l m28clll・ 深さ56cmを測る。

8号土坑 (SK-8)第 9図

位置―グリッドH-2。 形状一楕円形、長径 1 m90cm・ 短径 l m 2cm・ 深さ72cmを測る。

913.100

◆／

第 9図  8号土坑実測図 (1/40)

1濃   |
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9号土坑 (SK-9)第 10図

位置一グリッドD-4、 D-5にまたがる。形状一円形、直径 l m50cm・ 深さ97cmを測る。集石あり。

10号土坑 (SK-10)第 11図

位置一グリッドG-4。 形状―楕円形、長径 l m94cm・ 短径 l m30cm・ 深さ64cmを測る。

Ｎ
Ａ
Ａ
ｔｌ
＼
キ
‐

　

・

|

911.560

第10図  9号上坑実測図 (1/40)

11号土坑 (SK-11)第 12図

位置一グリッドB-12。 形状一楕円形、長径96cm・ 短径

86cn・ 深さ16cmを測る。

12号土坑 (SK-12)第13図

位置一グリッドB-12。 形状―円形、

13号土坑 (SK-13)第 14図

直径 l m12clll・ 深さ32cmを測る。

位置―グリッドB-12。 形状一円形、直径96cm・深さ26cnIを測る。

1選    |    ぶ

9      1m
中

第11区  10号土坑実測図 (1/60)

N

― {

0          1m

第12図  11号土坑実測囲 (1/40)

ｑ

昭
輪
び
が

|

ワ曝淋6

＼

0          1m
l   l

N

0          1m

第14図 13号土坑実測図 (1/40)第13図 12号土坑実測区 (1//40)
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14号土坑 (SK-14)第 15図

位置―グリッドB-12。 形状一楕円形、長径 l m46cm・ 短径 l m20cm・ 深さ84cmを測る。

15号土坑 (SK-15)第 16図

位置一グリッドA-14、 B-14に またがる。形状―楕円形、長径 l m6cm・ 短径92cm・ 深さ20～36

cmを測る。

11ヒ

ー
||

911.600    1

第16図 15号土坑実測区 (1/40)

ゞ

卜
は
識
Ａ

Φ
事
〕

，卜
〇
〇

|

0          1m

第15図 14号土坑実測図 (1/60)

16号土坑 (SK-16)第 17図

位置一グリッドB-15。 形状一楕円形、長径90cm・ 短径56clll・ 深さ40～64cmを測る。

17号土坑 (SK-17)第 18図

位置―グリッドB-12。 形状―楕円形、長径 l m46cln・ 短径 l m20cll・ 深さMclllを測る。

|  |

1  誤|

0 lm

第18図 17号土坑実測図 (1/40)

� 出土 した遺物

出土遺物は、縄文時代前期と思われる土器片が極少量認められたものの、遺構との関係は不明であ

る。

Ｎ

Ａ
Ａ
く
ェ
ー

0          1m

第17図 16号土坑実測図 (1/40)
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第Ⅷ章 一品

i遺 跡 の 環 境

本遺跡は、山梨県北巨摩郡高根町村山西割字高内749番地外に所在 し、標高約700mを測る。地形は、

尾根の西南に面する傾斜面上に位置する。

SB‐ 5

6    ゴ 。
+ e             SB-1+ 

。

も

0

③  も
SK I

⑧
s帝 3      

⑤

+            SK-2 +

第 1図 高内遺跡遺構分布図 (1/300)
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� 検出された遺構

検出遺構は、弥生時代の住居址 4軒、平安時代の住居址 7軒、時期不明の竪穴遺構 2基、時期不明

の掘建柱建物址群がある。

(1)竪穴住居址

1号住居址 (SB-1)第 2図

本遺跡の中央部右下に位置する。グリッドD-4・ D-5・ E-4・ E-5にまたがる。 6基の柱

穴と石囲い炉により住居址と確認された。耕作等による撹乱が著しく、掘込は確認できず、規模 は不

明である。確認された柱穴及び炉の位置により
｀
推定すると長軸約 7m・ 短軸約 5mの楕円形ないし小

判形をしていると思われる。柱穴間は南北 2間 (4m24cm)・ 東西 1間 (3m20cm)、 柱穴はほぼ円形

で、直径24-44cm・ 深さ20cmを 測る。遺物は確認できなかった。

住居址内にやや北に奥まった位置に4個の平らな河原石を置いた状態で、検出されている。全長 1

m・ 幅72clll・ 深さ17clllを 測る。弥生時代の住居址と推定される。

ぶヽ（【い】中〕）　、Ｓ

W″

″B   (≡
》 全

′

口 |

Z      ]

キ∪

○

P③
◎ ∽

士 理
単 業 与 ラ ≧ ァ

√ =E

lm

|

第 3図  1号住居址石囲い炉実測図
(1///30)

⊆〕Q′

口 l    国 |

キ∪

O       
｀
                     c′

ヒ /        0｀ ＼」
~lm

中

第 2図  1号住居址実測図 (1/60)

灰褐色土層 (粘性 。しまりな し、

焼土粒子を含む)

黒褐色土層 (粘性・ しまり弱、

カーボン焼土粒子を含む)

赤褐色土層 (焼土層)

土層説明

第 I層

第Ⅱ層

第Ⅲ層
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2号住居址 (SB-2)第 4図

本遺跡のほぼ中央部に位置する。グリッドC-4・ D-4にまたがる。住居址の壁高10cll程 度の掘

込みが、】ヒ壁・ 東壁に残る。プランは断定できないが、一辺約 4m50cm前後の隅丸方形と思われる。

周溝は見られない。主柱穴 (直径約25cln程度)が 4基検出された。柱間寸法は2m40cll～ 3m35cm大

きさである。時期不明のピット4基 (直径50～70cm)が検出された。

住居址の北側の位置に炉が構築され、平石 3個が置かれた状態で検出された。円形で、直径約65cln

を測る。弥生時代の住居址と推定される。

第 4図 2号住居址実測図 (1/60)

田「

，

Ｉ

Ｊ

ｔ

＼Ｊ
こ

＼―

‐出

‐

「

】
―

Ｎ

Ｉ

帥制Ｗ

一

１
ｌ
φ

土層説明

第 I層

第Ⅱ層

第Ⅲ層

第Ⅳ層

黒褐色土層 (粘性 。しまり弱、カーボン焼土粒子

を含む)

黄灰褐色上層 (灰層、粘性あり、しまりややあり)

黄赤褐色土層 (焼土層、粘性なし、しまり弱)

暗黄褐色土層 (粘性なし、しまり弱、ロームブロッ

ク・ 焼土粒子を含む)

R

軍

識

唖

計

― E

0             1m

第 5図  2号住居址石囲い炉実測図 (1/30)
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3号住居址 (SB-3)第 6図

本遺跡の中央部左下のグリッドC-4・ C-5にまたがって位置する。形状は隅丸長方形で、長軸

2m80cm・ 短軸 2m2cm・ 深さ30cmを測る。周溝が北・ 西側に残り、幅約10cnを測る。

カマドや遺物の検出・ 出土がみられず、時期不明である。住居以外の目的で使用されたとも思われ

る。

700.400

「

|…

第 6図 3号住居址実測図 (1/60)

4号住居址 (SB-4)第 7図

本遺跡の南側のグリッドC-6に位置する。形状は隅丸長方形で、長軸 l m98clll・ 短軸70clll・ 深さ

10clllを 測る。カマ ド、柱穴が確認されなかった。炭化した米が160ゼ が覆土から出上 したが、具体的

な遺物がないため時期不明で、蔵などの建物と推定される。

D          D′

―

 kl

や   s

IЩ C 700.200 レ

中

第 7図 4号住居址実測図 (1/60)
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5号住居址 (SB-5)第 3図

本遺跡の中央部左下のクリッドC-5に位置する。10号住居址と重複している。耕作などにより破

壊されており、西側のみに周溝が確認されているが、プランは確認できない。カマ ドの検出により、

住居址と確認された。カマドも破壊され掘込みのみである。全長45cln・ 幅32cm・ 深さ27cmを測る。住

居内に上間状に踏み固められた場所がある。平安時代の住居址と推移される。

lm lm

中

第 8図  5号住居址実測図 (1/60)     第 9図  5号住居址カマ ド実測図 (1/30)

第 I層 茶褐色土層 (粘性なし、しまりややあり、焼土粒子を含む)

第■層 茶褐色土層 (粘性なし、しまりややあり、焼土粒子 。ロームブロックを含む)

第Ⅲ層 黒褐色土層 (粘性ややあり、しまりなし)

第Ⅳ層 黄褐色土層 (粘性なし、しまりややあり、ロームブロックを含む (ボ ロボロしている))

第V層 灰赤褐色土層 (粘性ややあり、しまりややあり、灰を含む)

第Ⅵ層 赤褐色上層 (粘性なし、しまりややあり、ロームの焼土層)

6号住居址 (SB-6)第 10図

本遺跡の南側のグリッドB-6・ C-6

にまたがってに位置する。形状は一辺 3m

40cn四方の隅丸方形で、深さ50cmを 測る。

周溝はなく、西壁に大きな自然石がある。

遺存状態は良好である。カマドは東壁にあ

り、掘込みが浅い。全長49cm・ 幅35cm・ 深

さ35cmを測る。天丼石、袖石 (2個 )、 支

脚石が残されている。平安時代の住居址と

推定される。

IU

lm

第10図
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6号住居址実測図 (1/60)
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券
/

Ｅ

Ｉ

土層説明

第 I層

第Ⅱ層

第Ⅲ層

茶掲色土層 (粘性なし、

黒褐色土層 (粘性なし、

ローム粒子を含む)

黒褐色土層 (粘性なし、

しまりややあり)

しまりややあり、焼土粒子・

しまりややあり)

N700026    、子

lm

■に正ニユ十一
~

第11図  6号住居址カマ ド実測図 (1/30)

7号住居址 (SB-7)第 12図

本遺跡の南側のグリッドC-5に位置する。床面に4個の石が置かれている。床は踏み固められた

跡がある。掘込み (深さ 7 cmを測る)が西側のみ残存している。プランは確認できない。カマ ドの検

出により、住居址と確認された。カマドも破壊され掘込みのみである。全長45cm・ 幅32cm・ 深さ27cm

を測る。住居内に土間状に踏み固められた場所がある。平安時代の住居址と推定される。

第12図  7号住居址実測図 (1/60)

Ｂ

一

Ｂ

一
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8号住居址 (SB-8)

第13図

本遺跡の南側のグリッドB一

6・ C-6に またがって位置す

る。形状は長軸約 8m・ 短軸約

6mの四方の隅丸方形ないし小

判形で、深さ30cmを測る。大型

の住居址である。周溝は北西に

ある。柱穴は4基見られるが、

主柱穴は6基作られていたと推

定される。ピット2本がある。

50～60cm・ 深さ30clllを測る。

石囲い炉は住居址中央部にあ

ると思われ、平石 3個がある。

全長51clll・ 幅鵬cm・ 深さ21cmを

測る。遺存状態は良好であった

が、南側は遺構の半分は道路の

ため調査できなかった。弥生時

代と推定される。

W 699.500

― E

0             1阻

土層説明

第 I層 明灰褐色土層 (粘性ややあり、 しまり弱、粒子が

細かい)

第Ⅱ層 黒褐色土層 (粘性 。しまりややあり、焼土粒子を

含む)

黄赤褐色土層 (焼土層)

暗灰褐色十層 (粘性なし、しまりあり、焼土粒子・

ロームブロックを含む)

層

層

Ⅲ
　
Ⅳ

第

第

中

第13図  8号住居址実測図 (1/60)

第14図  8号住居址石囲い炉実測図 (1/3Cl)
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くヽ
9号住居址 (SB-9)第 15図

本遺跡の中央部のグリッドD-3に 位置する。ほぼ半

分が削り取られており、プランは不確定であるが、 1辺

約 3m50cm前後の隅丸方形を呈すると思われる。掘込み

がなく、東・ 西側に周溝がある。踏み固められた土間状

の跡がある。覆土中より土師器が出土 しているため、平

安時代の住居址と推定される。

10号住居址 (SB-10)第16図

本遺跡の南西部のグリッドB-5・ C-5にまたがっ

て位置する。形状は楕円形ないし小判形で、長軸 3m
50cm・ 短軸 2m80cm・ 深さ10cmを測り、周溝はない。

柱穴 2本が検出され、直径20cm・ 柱間寸法 2m16cmを

測る。弥生時代の住居址と推定される。

中

第16図 10号住居址実測図 (1/60)

C

0      1m
中

第15図  9号住居址実測図 (1/60)

串

第17図  305・ 7・ 10・ 12号住居址実測図 (1/80)
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11号住居址 (SB-11)

第18図

本遺跡の南西部のグリッ

ドB-5・ B-6にまたがっ

て位置する。西壁・南壁は

耕作により破損していたが、

形状は隅丸方形と推定され

る。14cmほどの掘込みが北

壁・ 西壁に見られる。周溝

はない。主柱穴 4基が検出

され、直径20～40cln・ 柱間

寸法 2～ 3mを測る。住居

内に踏み固められた跡があ

る。平安時代の住居址と推

定される。

∪ヽ士    ＼」      lm
中

第18図 11号住居址実測図 (1/60)

12号住居址 (SB-12)第19図

本遺跡の南西のグリツドB-5・ B-6に またがって位置する。西壁・ 南壁が破損していたが、形

状は隅丸方形と推定される。14cHlほ どの掘込みが北壁・西壁に見られる。周溝はない。主柱穴 4基が

検出され、直径20～40cm・ 柱間寸法 2～ 3mを測る。住居内に踏み固められた土間状の痕跡がある。

平安時代の住居址と推定される。

0      1m
全
′
 中

第19図  12号住居址実測図 (1/60)
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� 出土 した遺 物

出土遺物は、縄文時代の土器 1片・石錘 (第26図 1)、 弥生時代の土器 (第 23図 1・ 4、 第25図 1

～11)、 平安時代の土器 (第19～22図、第23図 2・ 3、 第24図 )、 中世の土器 (第25図 12)、 銅製輪 (第 2

6図 2)、 砥石である。

第20図  5号・ 6号住居址出土土器実測図 (平安時代)(1/3) (SB5-1・ 2、 SB6-3)

第21図  7号住居址出土土器実測図 (平安時代)(1/3)

第22図  8号住居址出土土器実測図 (平安時代)(1/3)

一
一
一一
一
一
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第24図

第23図  9号住居址出土土器実測図 (平安時代)(1/3)

第25図 遺構外出土土器実測図 (1)(弥生時代)(1/3)

(平安時代)(1/3)第26図 遺構外出土土器実測図 鬱)

―-85-―



第27図 遺構外出土土器実測図 儡)(平安時代-10～ 14、 中世-15)(1/3)

第28図 石錘・銅製輪実測図 (遺構外)(1/1)

ヽここここ悟ZZI,15

0
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� 検出された遺構

検出遺構は、掘建柱建物址 3棟、縄文時代中期から近世に渡る土墳で、173基が検出された。土器、

石などの遺物が出土した遺構のみを図示した。

(1)掘建柱建物址

3棟の堀建柱建物址の南北の軸は不統一であるが、 6基の柱穴、柱穴の大きさが同じなどの共通性

が見られる。

1号堀建柱建物址 (SH-1)第 2図

本遺跡の中央部西側 (グ リッドB一

6)に位置し、南北 2間 (7m80cm～

8m28clll)・ 東西 1間 (3m48cm～ 3

m84cm)を測る。柱間寸法は梁 (3m
24clll～ 3m84飢 )・ 桁 (2m60cm～ 3

m)、 柱穴はほぼ円形、直径80cm～ 1

m20cm・ 深さ96cmを測る。

旦◎

Q⑧

C               」

¬』
1葡、出17ェ当m

第 2区  1号掘建柱建物址実測図 (1/100)

A                    A′
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2号掘建柱建物址 (SH-2)第 3図

本遺跡の中央部西側 (グ リッドD-7)に 位

置し、南北 1間 (5m20cm～ 5m32cm)・ 東西

2間 (3m16cm～ 3m44cm)を測る。柱間寸法

は梁 (2m8cm～ 2m60cln)・ 桁 (2m40cm～

2m60cln)、 柱穴はぼ円形で、直径60cm～ lm・

深さ96cmを測る。

A′Ａ

一

―
  |」

~

噂
④ ○

全
′

⊇
③

坊

ノ

ら
二
′

°
(D ⊂ )Q′

0       2m
中

第 3図 2号掘建柱建物址実測図 (1/100)

3号掘建柱建物址 (SH-3)第 4図

本遺跡の中央部西側 (グ リッドC-9)
に位置し、南北 1間 (3m36cln～ 3m64

cln)・ 東西 2間 (5m60clll～ 6m20cm)

を測る。柱間寸法は梁 (2m～ 2m72cm)・

桁 (2m60cm～ 2m80cln)、 柱穴はほぼ

円形で、直径72cm～ l m 8cm・ 深さ36～

40clllを 測る。

キ∪

③

コ |

③ ゴ
1 ノ ~― Z

旦
④

0       2m

―

◎
g

旦                     旦
′

U ~  、` /′
~
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第 4図  3号掘建柱建物址実測図 (1/100)



(2)土   坑

1・ 2号土坑 (SK-1、 SK-2)(第 5図 )

位置―グリッドE-7。 両土坑は結合していた。 1号土坑の形状一楕円形、長径75cm・ 短径72cm・

深さ22cmを測る。 2号土坑の形状一楕円形、長径95cm・ 短径82cm・ 深さ41cmを 測る。出土遺物一第57

図 1。

5号土坑 (SK-5)(第 6図 )

位置一グリッドE-7。 形状―円形、直径72cln・ 深さ27～31cmを測る。出土遺物一第57図 2。

9号土坑 (SK-9)(第 7図 )

位置一グリッドE-7。 形状一円形、直径75cm・ 深さ31cmを測る。出土遺物一第57図 3。

N
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｀

928.400

第 5図
11子 ・

0          1m

2号土坑実測区 (1/40)

第 6図
5号土坑実測図 (1//40)

0          1m
|

第 7図
9号土坑実測図 (1//イ40)
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SI

0          1m

第10図
17号土坑実測区 (1/40)

く

＼ｏ

|

第 9図  16号土坑実測図

10号土坑 (SK-10)(第 3号 )

位置一グリッド。10号土坑の形状一楕円形、長径68cm・ 短径75cal・ 深さ66cmを測る。11号土坑の形

状一楕円形、長径88cm・ 短径85cn・ 深さ69cmを測る。出土遺物一第57図 4。

16号土坑 (SK-16)(第 9図 )

位置―グリッドF-8。 形状―楕円形、長径 l m67cm・ 短径 l m50cm・ 深さ32cnを測る。集積 7個

あり。

出土遺物一第57図 5。

17号土坑 (SK-17)(第 10図 )

位置一グリッドD-8。 形状―楕円形、長径 l m 18cm・ 短

あり。出土遺物―第57図 6～ 8。       |

径 l mllcm・ 深さ22mを測る。集石 2個

1甘

◎

第 8図
ヤ

10号土坑実測図 (1/40)
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21号土坑 (SK-21)(第11図 )

位置―グリッドF-7。 形状一楕円形、長径 lm■ cm・ 短径 l m 4cm・ 深さ26cmを測る。集石 7個

あり。出土遺物―第57図 9～ 15。

22号土坑 (SK-22)(第12図 )

位置―グリッドF-8。 形状―円形、直径73cm・ 深さ32～39cmを測る。出土遺物―第58図 16。

23号土坑 (SK-23)(第13図 )

位置―グリッドF-7。 形状一楕円形、長径75cln・ 短径70cm・ 深さ25cmを測る。出土遺物一第58区

17。

霧髯堅境実測図 (1/イ40)

N

¬
0          1m

第13図
22号土坑実測図 (1/40)

lm

0          1m
I

第11図 21号土坑実測図 (1/40)

25号土坑 (SK-25)(第14図 )

位置一グリッドG-9・ H-9に またがる。形状―円形、直径 l m43cm・ 深さ22clllを測る。出土遺

物―第58図 18。

27号土坑 (SK-27)(第15図 )

位置―グリッドE-9。 形状―楕円形、長径73cm・ 短径58cm・ 深さ32cmを測る。出土遺物―第58図

19。

29号土坑 (SK-29)(第 16図 )

位置―グリッドE-9。 形状―円形、直径 l mlocm・ 深さ40cmを測る。出土遺物一第58図20。

横
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926400

927.400

第14図
第16図 29号土壌実測図 (1/40)
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32号土坑 (SK-32)(第 17図 )

位置―グリッドE-9。 形状一楕円形、長径97cm・ 短径86cm・ 深さ41calを 測る。出土遺物一第58図

21。

33号土坑 (SK-33)(第 18図 )

位置一グリッドE-10。 形状―精円形、長径 l mllcn・ 短径 l m 5cn・ 深さ39～45cmを測る。出土

遺物一第58図22。

34号土坑 (SK-34)(第 19図 )

位置―グリッドE-10。 形状一円形、直径 l m 3cal・ 深 集石 1個あり。さ74clllを測る。

ぶ
代
八
ヽ
式

　

、　
　

．

第17区     ~
32号土坑実測図(1/40)

37号土坑 (SK-37)(第20号 )

位置―グリッドF-9。 形状一円形、直径 l m21cm・ 深さ35cmを測る。出土遺物一第58図 23。

38号土坑 (SK-38)(第21図 )

位置一グリッドE-10。 形状―楕円形、長径 l mllcm・ 短径 l m 5cm・ 深さ39～45cmを測る。出土

遺物一第58図24～ 26。

39号土坑 (SK-39)(第22図 )

位置一グリッドF-10。 形状一円形、直径 l m32cm・ 深さ30～34cmを測る。出土遺物―第58図27～

31。

ぶ

ヽ

0         1m

第21図 38号土坑実測図(1//40)

926.400

第20図

0          1m

lm 0         1m

第隈土坑

0         1m

第19図
34号土坑実測図(1/40)

lm

37号土坑実測図 (1/40)
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45号土坑 (SK-45)(第23図 )

位置一グリッドE-10。 形状一楕円形、長径 l m27cm・ 短径 l m 5cm・ 深さ35cmを測る。出土遺物―

傷露58優コ32。

46・ 47・ 48・ 49・ 50号土坑 (SK-46・ 47・ 48・ 49・ 50)(第24図 )

位置一グリッドE-10。 5基の上坑が結合していた。46号土坑の形状一楕円形、長径 l m 8cn・ 短

径65cm・ 深さ36cmを測る。47号土坑の形状一円形、直径 l m20cm・ 深さ58cmを測る。軽号土坑の形状―

楕円形、長径86cm・ 短径61cln・ 深さ39cmを測る。49号土坑の形状―円形、直径73cm・ 深さ26clllを測る。

50号土杭坑の形状一楕円形、長径84 cm・ 短径74cll・ 深さ41cmを測る。47号土坑出土遺物―第59図 33～

43。 50号土坑出土遺物一第59図44、 45。
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第23図

0          1m

45号土坑実測図 (1/40)

51号土境(SK-51X第 25図 )

位置―グリッドE-10。 形状―

楕円形、長径86clll・ 短径73clll・

深さ35-45cmを測る。出土遺物―

ミ 」

「

街密60曖雪61。
N
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刀
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ギ
‐

一

0          1m

第25図 ~
51号土坑実測区 (1/40)

1兵     Iヵ
0          1m

(1/40)

第26図 52号・ 53号土坑実測図 (1/40)
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0          1m

第27図  ~
54号土坑実測図 (1/40)

第59図 46、 47。

52・ 53号土坑 (SK-52・ 53)(第26図 )

第24図 46・ 47・ 48・ 49・ 50号土墳実測図

位置―グリッドE-10。 両土坑は結合していた。52号形状一楕円形、長径 l m locm・ 短径72clll・ 深

さ52clnを測る。集石 6個あり。53号形状一楕円形、長径 l m 14cm・ 短径 lm・ 深さ42clnを 測る。52号

出土遺物一第59図48～51、 第60図52～59。 53号出土遺物―第60図60。

54号土坑 (SK-54)(第27図 )

位置―グリッドD-10。 形状一楕円形、長径 l m17cn・ 短径 lm・ 深さ30～37cmを測る。出土遺物一

S



57号土坑 (SK-57)(第 28図 )

位置―グリッドD-10。 形状一楕円形、

60屁雪62。

60号土坑 (SK-60)(第 29図 )

位置―グリッドD-11。 形状―楕円形、

遺物一第60図 63。

72号土坑 (SK-72)(第 30図 )

位置一グリッドF-11。 形状一楕円形、

個あり。出土遺物―第60図64～66。

長径 lm・ 短径77cm・ 深さ23～27cmを測る。出土遺物―第

長径 l m32cm・ 短径 l m 2cm・ 深さ73～75cmを測る。出土

長径 l m 8cm・ 短径 l m 3cm・ 深さ50～58cmを測る。石 8

Ⅲ
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74号土坑(SK-74X第 31図 )第 29図 60号土坑実測図(1///40)      ~~~~~~

位置―グリッドD-8・ D-9に またがる。形状一楕円形、長径89clll・ 短径Mcal・ 深さ15～20cmを

測る。石 4個あり。

76号土坑 (SK-76)(第 32図 )

位置グリッドE-10。 形状一円形、直径76cm・ 深さ30～42cmを測る。石 5個あり。出土遺物―第60

曖]67ハツ69。

77・ 78号土坑 (SK-77・ 78)(第33図 )

位置―グリッドF-11。 両土坑は結合していた。77号の形状一精円形、長径 2m5cm・ 短径 l m82

cm・ 深さ1lclnを測る。石 1個あり。78号の

形状一楕円形、長径97cm・ 短径85cn・ 深さ ▲                       Aイ
15拌を測「。77号出土遺物一第60図70-75。    

＼
沌亜項翌互正三正三二三三正三三二戸三Fyノ

ノ~
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80号土坑 (SK-80)(第34図 )

位置一グリッドD-11。 形状―円形、直径70cm・ 深さ81～86cmを測る。出土遺物―第60図76。

89号土坑 (SK-89)(第35図 )

位置一グリッドD-13。 形状一楕円形、長径 l m37cln・ 短径 l m 17cm・ 深さ57cnを測る。石 7個あ

り。出土遺物―第60図 77、 78。

92・ 93号土坑 (SK-92・ 93)(第36図 )

位置一グリッドF-13。 両土坑は結合していた。92号土坑の形状一楕円形、長径 l m 9cn・ 短径不

明・ 深さ22～43clllを 測る。93号土坑の形状一楕円形、長径 l m 2cl■・ 短径不明・ 深さ33～53cmを測る。

92・ 93号出土遺物一第60図 79、 第64図 116。

ぶ、ハく年
一、　　蜘一

94号土坑 (SK-94)(第37図 )

位置―グリッドF-13。 形状一円形、直径84 clll・ 深さ22cmを測る。出土遺物―第60図80、 81。

96号土坑 (SK-96)(第38図 )

位置―グリッドD-13。 形状一楕円形、長径 l m 19cm・ 短径不明・深さ13-22clllを測る。出土遺物一

第60図82～84。

97号土坑 (SK-97)(第39図 )

位置―グリッドE-13・ E-14にまたがる。土壊の形状―楕円形、長径 l mllcm・ 短径 l m 4cm・

深さ65clllを測る。石 1個あり。出土遺物―第60図85。
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99号土坑 (SK-99)(第 40図 )

位置一グリッドG-14。 形状―楕円形、長径 l m30cal・ 短径 l m35cm・ 深さl m74cmを測る。出土

遺物一第61図86・ 87、 第62図88・ 89、 第64図 117・ 118。

104号土坑 (SK-104)(第41図 )

位置一グリッドF-16。 形状一楕円形、長径 l mllcm・ 短径 l m 4cm・ 深さ43cmを測る。出土遺物一

第62図85～ 94、 第64図 119～ 121。

113号土坑 (SK-113)(第42図 )

位置一グリッドB-2。 形状一楕円形、長径 l m lcm・ 短径95cm・ 深さ63cmを測る。出土遺物―第

0
||

一

Ｎ
Ａ
ハ
い
本
単
―

第41号 ~
104号土坑実測図(1/40)   第42号

113号土坑実測図 (1/40)

や々
ぶ

＼

ヽ

＼

0          1m

第40図 99号土坑実測図(1//40)

0          1m  l

賓:蒼1坑実測図(1//r40)

115号土坑 (SK-115)(第43区 )

位置一グリッドB-2。 形状一楕円形、長径 l m 3cm・ 短径99clll・

深さ32～41911を測る。出土遺物一第62図96。

116・ 117号土坑 (SK-116・ 117)(344図 )

位置一グリッドC-1。 両土坑は結合していた。116号の形状一

楕円形、長径86911・ 短径78clll・ 深さ33cmを測る。117号の形状―楕

円形、長径78911・ 短径不明・ 深さ22clllを測る。石 1個あり。117号

出土遺物―第62図 97、 98。

118号土坑 (SK-118)(第45図 )

位置―グリッドC-1。 形状―楕円形、長径 l m 18clll・ 短鰤 ・

深さ7～ 12clllを 測る。出上遺物一第61図98～ 101。

0         1m
1

第44号担
勁齢偏揚 )

0         1m

機 魅 読 )

一-97-―



122号土坑 (SK-122)(第46図 )

位置―グリッドC-2。 形状―円形、直径 l m 6cm・ 深さ45cmを測る。出土遺物一第62図 102。

125号土坑 (SK-125)(第47図 )

位置―グリッドD-2。 形状一円形、直径70cn・ 深さ13cmを測る。出土遺物―第62図 102、 103。

126号土坑 (SK-126)(第48図 )

位置一グリッドD-2。 形状一楕円形、長径70cm・ 短径66cm・ 深さ20～27cmを測る。出土遺物一第

63曖]105・ 106。

今
、

0         1m

第46図  ~
122号土坑実測図 (1/40)

N

ヽ

0          1m

第49図
131号土坑実測図 (1/40)

―
＼

―

/―

0          1m

第47図
125号土坑実測図(1/40)

〕 誤1

0         1m

第48図
126号土坑実測図

( 1 ///40)

Ｎ
ノ
刀
ヽ
ど
脂

131号土坑 (SK-131)(第49図 )

位置―グリッドB-4。 形状―楕円形、長径 l m45cln・ 短径 l m 13cm・ 深さ14～20cmを測る。出土

遺物―第63図 107。

139号土坑 (SK-139)(第50図 )

位置一グリッドB-4。 形状一楕円形、長径 lm・ 短径81cm・ 深さ52～55cmを測る。出土遺物―第

63屁雪108。

161号土坑 (SK-161)(第51図 )

位置―グリッドB-7。 形状―円形、直径87clll・ 深さ81～86cmを測る。出土遺物―第63図 109。

挙

恨

第51図
161号土坑実測図

ぶ

0              1

―-98-―
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162号土坑 (SK-162)(第52図 )

位置―グリッドB-7・ B-7に またがる。形状一楕円形、長径69cm・ 短径66cm・ 深さ65～76cmを

測る。出土遺物―第63図 110。

163号土坑 (SK-163)(第53図 )

位置―グリッドC-7。 形状一楕円形、長径 l m63cm・ 短径 l m30cm・ 深さ21～52cmを 測る。出土

遺物一第63図 111・ 112。

164号土坑 (SK-164)(第54図 )

位置―グリッドC-7。 形状一楕円形、長径 l m33cm・ 短径 l m 5cm・ 深さ6～27clllを 測る。出土

遺物一第63図 113。

926.900

lm

露B箸坐坑実測図
第53図 163号土坑実測図 (1/40)

165号土坑 (SK-165〉 (第55図 )

位置―グリッドC-7。 形状一円形、

175号土坑 (SK-175)(第 4図 )

位置―グリッドC-9。 3号

掘建柱建物址の柱穴。形状―円

形、直径 lm・ 深さ36cmを測る。

出土遺物―第64図 121。

133号土坑 (SK-183)

(第56図 )

位置一グリッドB-10。 形状一

楕円形、長径 l m23crll・ 短径 1

m10clll・ 深さ35～40cmを測る。

出土遺物一第63図 115。

直径 l m22cm・ 深さ37cmを測る。

ｓ
＼

＼

0         1m

露隆 坑 実測 図 (1///40)

出土遺物一第63図 114。

ぶ
氏

ヽ

＼

　

．

0         1m

第55図
165号土坑実測図 (1/40)

¬
＼＼__/√

0         1m

鞘 土  )

� 出土した遺物

出土遺構は、縄文時代の前期末 (第68図 1,2)。 中期初 (第62図 102)・ 後期の上器 (第57～68図 )、 石鏃・

石匙・ 石棒 (第70図 )、 平安時代の上師器・須恵器 (第69図 1,2,3)、 中世の内耳土器 (第69図 4)、 近世の陶

磁器 (第69図 5,6)が出土した。
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第68図 溝出土土器実測図 (1)(1/3)

理]ツ   :
第69図 溝出土土器実測図 (2)(1/3)

(平安-1,2,3、 中世-4、 近世-5,6)
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第 1図 一本松遺跡遺物出土状況図
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第X章 一 本 松 遺 跡

i 遺 跡 の 環 境

本遺跡は、山梨県北巨摩郡高根町村山西割字一本松853番地外に所在し、標高約712mを測る。地形

は、尾根から下る西斜面上に位置する。水田造成により埋土された上が混入 したことにより、遺構は

検出できなかった。

� 出土 した遺物

出土遺物は、黒色土中の遺物包含層に縄文時代前期から平安時代の上器片が出土した。遺物分布状

況は第 1図一本松遺跡遺物出上分布図の通りである。縄文時代前期の上器 (第 2・ 3図 )、 石鏃・ 石

匙・ 打製石斧 (第 5図 )、 弥生時代の上器・ 平安時代の上師器・須恵器・ 中近世の内耳上器 (第 4図)、

銭 (第 6図)が出上 した。
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第 3図 出土土器実測図 (2)(1/6)(縄文時代)

第 5図 出土石鏃・石匙・打製石斧実測 (1/2)
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第�章 一副 原 遺 跡

i 遺 跡 の環 境

本遺跡は、山梨県北巨摩郡高根町東井出字前原342番地外に所在 し、標高約800mを測る。地形は、

尾根状の頂上部に位置し、東側に沢があり、その高低差約 7～ 8mを測る。
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第 1図 前原遺跡遺構分布 (1/700)
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� 検出された遺構

検出された遺物は、地下式土壌 5基、土

壊 5基、その内中世の土境 1基、近世の井

戸 1基、溝 1条である。

(1)地下式上境

1号地下式上壊 (SW-1)第 2図

位置―グリッドC-8。 堅穴の開口部の

形は楕円径で、長軸 l m96cal・ 短軸 l m56

clll・ 閉塞部 l m40cm・ 高さ l m54calを測る。

横穴の形は楕円形で、長軸 3m14あ・短軸

2m・ 高さ90cmを測る。
0      1m
中

第 2図  1号地下式上壌実測図 (1/60)

2号地下式上壊 (SW-2・ A、 SW-2・ B)第 3図

位置一グリッドC-7。 2号地下式上壊Aの竪穴の開田部の形は楕円形で、長径 l m76clll・ 短径 1

m36clll・ 閉塞部 l m 8cm・ 高さl m50cmを測る。横穴の形は方形で、長径 3m24cm・ 短径 l m36clll・

閉塞部 とm6cm・ 高さ l m 18cmを測る。 2号地下式土墳 Bの竪穴の開口部の形は円形で、長径84clll・

短径70cln・ 高さl m24cmを 測る。横穴の形は楕円形で、長径 2m36c411・ 短径 l m9ocm・ 高さ l m locm

～ l m20cmを測る。

0      1m

―2号地下式上壊実測図 (1/60)

-116-
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3号地下式土壊 (SW-3)
第 4図

位置一グリッドB-7。

堅穴の開田部の形は楕円

形で、長径 l m36cm・ 短

径 l m24cm・ 閉塞部 lm

10cm・ 高さl m40cmを測

る。横穴の形は楕円形で、

長径 2m70cm・ 短径 lm

80clll・ 高さl m44cmを測

る。

4号地下式上境 (SW-4)
第 5図

位置一グリッドC-7。 堅穴

の開田部の形・ 大きさは天丼が

落ちているため不明で、高さは

l m90clllを測る。横穴の形は楕

円形で、長径 3m48clll・ 短径 2

m10cm・ 高さ l m20clllを 測る。

第 4図  3号地下式上壊実測図 (1/60)

第 5図  4号地下式土壊実測図 (1/60)
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5号地下式土壌 (SW-5)第 6図

位置―グリッドD-7。 堅穴の開口部の形は円形で、直径 l m70cm・ 閉塞部70cm・ 高さ2m10clnを

測る。横穴の形は長方形で、長軸 3m50cm・ 短軸 l m9ocm・ 高さ86cmを測る。遺存状況は非常に良好

であった。

第 6図  5号地下式上渡実測図 (1/60)

(D 土   壌 (坑 )

1号土境 (SK-1)第 7図

位置―グリッドL-4。 形状一隅丸長方

形、長軸 l m38cm・ 短軸95cm・ 深さ50～66

cmを測る骨片が出上した中世の墓壌と見ら

れる。
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第 7図  1号土墳実測図 (1/30)



2号土坑 (SK-2)第 8図

位置―グリッドK-3。 形状―楕円形、長径 l m58cln・ 短径 l m48cm・ 深さ42～48cmを測る。集石あり。

3号土坑 (SK-3)第 9図

位置―グリッドK-3。 形状―楕円形、長径 1 集石あり。

869240

lm

第 9図  3号土坑実測図 (1/30)

lm

第 8図  2号土坑実測図 (1/30)

4号土坑 (SK-4)第 10図

位置―グリッドK-2。 形状―楕円形、

長径 l m33clll・ 短径 l m 15cm・ 深さ45～

75cmを測る。集石あり。

870.040

97cm・ 深さ55cnlを測る。m33cm 駆
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第10図  4号土坑実測図 (1/30)
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5号土坑 (SK-5)第 11図

位置―グリッドK-2。 形状―隅丸長方形、長軸 2m50cm・ 短軸 l m93cm・ 深さ15～25cmを測る。集石

あり。

0集 石 土 坑

1号集石土坑 (S-1)第 12図

位置―グリッドD-7。 形状一南側が破損しているが円形とみられ、直径 2m70oll・ 深さ42cmを測る。

869,820

＼＼
―

。一睦エギ    0-m
第11図  5号土坑実測図 (1/30)

第 12                                          m
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141井   戸

1号井戸 (SE-1)第 13図、14図 -1・ 2

位置―グリッドK-1。 形状一楕円形、長径

l m58cm・ 短径 l m45911・ 深さ3m44gllを測る。

近世の時代と見られる。

W― 一 E

め  ノ 伊fアン

0             1m
|

W――                   ――E

第13図  1号井戸平面実測図 (1/30)

)             lm

0             1m

第14-2 1号井戸垂直実測図 (1ノ/30)

駿か茅ぴ玲

第14-1 1号井戸垂直実測図 (1/30)
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(働 溝

1号溝 (SH-1)

位置―グリッドF-7。

高さ49clllを 測る。

東側方向に延びていると見 られ、調査区域外のため切断されている。 Plで の

第15図  1号溝実測図 (1/30)

� 出上した遺物

出土遺物は平安時代の須恵器 (第16図 1、 22図 1)・ 土師器 (第24図 1)、 中世の内耳土器 (第 17図 、18

図、19図 1、 23図 )・ 陶器 (第 19図 2・ 3)、 近世の陶器 (第21図 1、 第22図 2～ 8・ 24図 2～ 5)・ キセ

ル (第21図 2・ 3、 第24図 6・ 7)、 銭 (第25図 )、 ガラス瓶のふた。石鉢 (第16図 2・ 3)、 砥石 (第 20

図 1)、 こはぜ (第20図 1)、 こはぜ (第20図 2)、 不明物 (第20区 3)である。

軍軍~ア ё目

第16図  1号地下式上墳出土遺物実測図実測図
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第18図  3号地下式上壌出土遺物実測図 (1/3)
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第19図  4号地下式上渡出土土器実測図 (1)(1/3)
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第20図  4号地下式上壊出土遺物実測図 (2)(1/2)
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第23図  2号溝出土遺物実測図 (1/3)(中近世)
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第24図 遺構外出土遺物実測図 (1/3)(近世)
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妻 の 神 図版 1

遺跡近景 (北側 より)

遺跡近景 (西側 より)
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妻 の 神 図版 2
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西 原 北 図版 1

遺跡近景 (北狽Iよ り)

1号 住 居 llL

1号住居カマ ド址



西 原 】ヒ 図版 2

2号 住 居 址
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西 原 】ヒ 図版 3
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大 明 神 図版 1

遺 跡 近 景



薬 師 堂 図版 1

遺跡近景 (西根Iよ り)

遺跡近景 (北側 より)
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薬 師 堂 図版 2
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薬 師 堂 図版 3
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6号 住 居 址
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薬 師 堂 図版 4
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薬 師 堂 図版 5
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当 り 町 図版 1

遺跡近景 (北側 より)
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当 り 町 図版 2

1号住居l■石囲い炉
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薬師堂東 図版 1

遺跡近景 (東側より)

遺跡近景 (西側 より)
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同 内 図版 1
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同 内 図版 2
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同 図版 3
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原家の前 図版 1
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原家の前 図版 2
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原家の前 図版 3
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一 本 松 図版 1

遺跡全景 (北側 より)
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一 本 松 図版 2
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一削 原 図版 1

遺跡近景
1召局督ち)

遺跡近景 (東尾根 )
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一則 原 図版 2
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一則 原 図版 3
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一則 原 図版 4
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原 図版 5
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ふ りが な つまのかみいせき

所 収 遺 跡 妻の神遺跡

所 在 地 山梨県北巨摩君【高根町堤字西の入46番地外

位 置 耳ヒ糸革 35°  50′  59″ 東経 138° 25′ 20″

調 査 期 間 昭和63年 7月 22日 ～昭和63年 9月 29日

調 査 面 積 1,500m2

調 査 原 因 県営ほ場整備事業

主 な 時 代 江戸時代

主 な 遺 構 土墳墓32基

主 な 遺 物 近世陶器、キセル、銭

ふ りが な にしはらきたいせき

所 収 遣 跡 西原北遺跡

所 在 地 山梨県北巨摩郡高根町村山西割字西原2339番地外

位 置 】ヒ和単 35°  50′  12〃 東経 138° 24/20″

調 査 期 間 平成元年 2月 1日 ～平成元年 2月 28日

調 査 面 積 1,500ポ

調 査 原 因 県営ほ場整備事業

主 な 時 代 平安時代、江戸時代

主 な 遺 構 平安時代住居址 2軒、土媛 1基

主 な 遺 物 平安時代土師器、近世陶器、銭

ふ りが な だいみょうじんいせき

所 収 遺 跡 大明神遺跡

所 在 地 山梨県北巨摩郡高根町長沢字大明神2652-2番 地外

位 置 北緯 35° 51′ 57〃 東経 138° 25′ 22〃

調 査 期 間 平成元年 7月 1日 ～平成元年 7月 10日

調 査 面 積 500ポ

調 査 原 因 県営ほ場整備事業

主 な 時 代 縄文時代

主 な 遺 構 縄文土器



ふ りが な やくしどういせき

所 収 遺 跡 薬師堂遺跡

所 在 地 山梨県北巨摩郡高根町長沢字薬師堂2812番地外

位 置 北緯 35° 51/45〃 東経 138° 25′ 27″

調 査 期 間 平成元 7月 1日 ～平成元年10月 31日

調 査 面 積 8,000ポ

調 査 原 因 県営ほ場整備事業

主 な 時 代 縄文時代、平安時代

主 な 遺 構 縄文時代土坑63基、平安時代住居l■ 6軒

主 な 遺 物 縄文土器、平安時代土師器

特 殊 遺 物 壁柱穴を伴う平安時代の住居J■

ふ りが な あたりまちいせき

所 収 遺 跡 当り町遺跡

所 在 地 山梨県北巨摩郡高根町村山西割字当り町76番地外

位 置 】ヒ(阜  35°  50′   2″ 東経 138° 24′ 48″

調 査 期 間 平成 2年 10月 1日 ～平成 2年 10月 31日

調 査 面 積 1,000ポ

調 査 原 因 県営ほ場整備事業

主 な 時 代 弥生時代、江戸時代

主 な 遺 構 弥生時代住居l■ 1軒、土坑 2基

主 な 遺 物 弥生時代土器

ふ りが な やくしどうひが しいせき

所 収 遺 跡 薬師堂東遺跡

所 在 地 山梨県北巨摩郡高根町長沢宇薬師堂2808番地外

位 置 北緯 35° 51′ 45〃 東経 138° 25′ 31〃

調 査 期 間 平成 2年 11月 1日 ～平成 2年 11月 27日

調 査 面 積 5,000ポ

調 査 原 因 県営ほ場整備事業

主 な 時 代 縄文時代

主 な 遺 構 土坑17基

主 な 遺 物 縄文土器

ふ りが な たかうちいせき

所 収 遺 跡 高内遺跡

所 在 地 山梨県北巨摩郡高根町村山西害」字高内749番地外

位 置 耳ヒ糸草 35°  49′  39″ 東経 138° 24′ 45〃

調 査 期 間 平成 3年 7月 1日 ～平成 3年 9月 30日

調 査 面 積 2,000ポ

調 査 原 因 県営ほ場整備事業

主 な 時 代 弥生時代、平安時代、中世

主 な 遺 構 弥生時代住居l■ 4軒、平安時代住居址 7軒、竪穴遺構 2基

主 な 遺 物 弥生土器、平安時代土師器

特 殊 遣 物 竪穴遺構出土炭化米



ふ りが な はらいえのまえいせき

所 収 遺 跡 原家の前遺跡

所 在 地 山梨県北巨摩郡高根町長沢字原家の前2792-1番 地外

位 置 】ヒ牟革 35°  51′  50″ 東経 138° 25′ 28〃

調 査 期 間 平成 3年 10月 1日 ～平成 3年 12月 27日

調 査 面 積 8,000ポ

調 査 原 因 県営ほ場整備事業

主 な 時 代 縄文時代、中世、江戸時代

主 な 遺 構 縄文時代、中世、江戸時代の上坑173基

主 な 遺 物 縄文時代土器

特 殊 遺 物 小型石棒

ふ りが な いっばんまついせ き

所 収 遺 跡 一本松遺跡

所 在 地 山梨県北巨摩郡高根町村山西割字一本松856香地外

位 置 】ヒ糸争 35°  49′  52〃 東経 138° 24′ 42″

調 査 期 間 平成 4年 7月 1日 ～平成 4年 8月 31日

調 査 面 積 1,000♂

調 査 原 因 県営ほ場整備事業

主 な 時 代 縄文時代、平安時代、中世

主 な 遺 物 縄文土器、平安時代土師器、中世陶磁器

ふ りが な まえはらいせ き

所 収 遺 跡 前原遺跡

所 在 地 山梨県北巨摩郡高根町東井手字前原342番地外

位 置 北緯 35° 51′ 22〃 東経 138° 24′ 55″

調 査 期 間 平成 6年 7月 1日 ～平成 6年 8月 10日

調 査 面 積 3,000m2

調 査 原 因 県営ほ場整備事業

主 な 時 代 中世 。近世

主 な 遺 構 地下式土墳 5基、土坑 5基、井戸 1基

主 な 遺 物 内耳土器、近世陶磁器

特 殊 遺 物 石鉢
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